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4.垂水 。日向遺跡の花粉化石 と古環境

松下 まり子 神戸大学教養部生物学教室

(1)は じめに

垂水 。日向遺跡は神戸市垂水区を貫流する福田川河口に位置する。垂水

駅前再開発ビル建設に伴う第 1次および第 3次発掘調査の中で,縄紋時代
の上器と人の足跡および厚さ約20cmの鬼界アカホヤ火山灰層が検出された。

筆者らはこの縄紋時代の発掘調査において、年代測定・地形環境・火山灰・

珪藻・植物化石を分析 し、これらの自然科学分野からの検討を行った。筆

者はこの調査に際して、縄紋～古墳時代の堆積物の花粉化石群集を検討し

たので、その結果を記載するとともに、この調査によって得られた若千の

知見を述べる。

(2)試料と方法

試料は第1次発掘調査地点のB地点 〔自然流路 :弥生時代前期～古墳時

代後期〕、C地点 〔砂礫層 :縄紋時代 (中 )後期～晩期〕、F地点 〔青灰色シ

ルト層 :縄紋時代 (中 )後期～それ以前〕および第3次発掘調査地点の第 2

遺構面下層7区断割トレンチ 〔H地点、縄紋時代後期〕の壁面から採取し

た。

B地点では各層準からブロック試料が採取され、そのうちの 4層準 (B

2a,B3a,B4b,B7a')の 試料を分析に供 した (図 128)。

2a:黒色シルト 3b:灰色シルト 4b:灰 色砂質シルト
7ぢ :褐色草本泥炭質シルト

図128.B地点における土層断面図と分折試料の採取箇所

C地点では砂礫層中のシル ト質砂および植物遺体を合む極細砂の 4層準

(Cl,C4,C6, C8)を 試料とした (図 130)。 なおこの地点では 4層

準 (Cl,C3, C4, C8)で 放射性炭素 (14c)年代が浪1定 され、それ
ぞれ3410± 90y.B.P。 (Gak-14515)、  3800± 120y.B.P,(Gak-14516)、

3580± 100y.B.P,(Gak-14517),2300± 90y.B,P,(Gak-14518)の 値が示さ

れた(木越 :p.159)。 年代値の逆転がみられるが、この砂礫層の年代は放射

性炭素 (14c)年代からみるとほぼ3500年前頃のものである。
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F地点では壁面から柱状試料を採取し、24試料を分割し、分析に供 した。

F地点の層序は次のとおりである (図 129)。 F地点は砂礫層の下位に位置

し、主に青灰色シル ト～砂層からなる。これらの層の一部で生痕が多災認

められた。また中部の層準に人の足跡が認められた。ここでの放射
′
l■掟素

(14c)年代は下部のシル ト層中の 2層準 (F8,F9)の 木片で測定さ
れ、それぞれ、7210± 120y.B.P,(Gak 14521),7220± 110y.B.P.(Gak―

14522)の 値が得られている。さらにおなじ壁面で足跡が検出された層の上

位のシル ト中の 2層準 (E2,G4)の 放射性炭素年代が7140± 130y B.
P。 (Gak-14519)、  7440± 110y.B.P.(Gak-14520)と ,則 定 された(木 遊 :

p.159～ 160)。 したがって、このシル ト層の年代は放射性炭素年代からみて

7000-7500年前頃のものである。

第 3次調査で得た 7区断害1ト レンチ (H地点)壁面の柱状試料からは 8

試料を分割し分析に供 した (図 131)。 この調査区の第 2遺構面からは鬼界

アカホヤ火山灰 (約 6300年前に降灰)と 同定された (京都フィッション‐ト

ラック分析 :p.173)厚さ20cmにおよぶ火山灰が検出された。柱状試料は上

部にこの人山灰を合む極砂～シル トからなっており、下部で顕者な生度が

認められる。この層は砂礫層の下位、 F地点の上部層に相当する。

花粉・胞子化石は次の方法で堆積物から抽出した。試料を約 2g切 り取

り、それぞれの試料について 5%KOH処 理、フミン酸・コロイド粒子除
去、Znc12比重分離、HF処理、アセ トリシス処理の順に物理・化学的処理
を施した。抽出した花粉・胞子化石はサンプルカップ内でグリセリンに浸

し保存した。また主な花粉化石は単体標本として保管した。

花粉・胞子化石の出現頻度は、木本花粉 (ArboreaI Pollen)の 出現イ回数

が3001回 になるまで各分類群の個数を同定し計数した結果をもとに計算 し

た。木本花粉は木本花粉総数 を基数 とし、車本花粉 (Non Arboreal

Pollen)、 シダ胞子 (Fern Spore)は花粉・胞子総数を基数として算出し、百

分率で示した。

(3)結 果

同定された花粉化石の分類群数は64である。このうち木本類は48,革本

類は16であった。胞子はいくつかの種類が区別できたがここでは三条溝型

(Trilete type)と 単条溝型 (MonOlete type)の 2型に区分するにとどめた。

以下に,こ れらの種類を記載する。なお、 2つ または 3つの科または属を
ハイフンでつないで示したものは,形態上の区別が困難なものである。

木本類 :マ ツ属(22クs),モ ミ属 (4ιゲιs),ツ ガ属 (盈鱈め ,マキ属 (島んびα作

ク2s),ス ギ属に期助吻ιttα),イ ヌガヤ科―ヒノキ科―イチイ科 (C― T― CiCe_
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phalotaxaceae― Taxaceae―Cupresaceae),コ ウヤマキ属 (駐力
'oDゲ

妙s),ヤ

マモモ属 9り万εα),カバノキ属 (&物力),ク マシデ属 ((物ゅゲ%%s),ハ ンノキ属

(4焼 2s),オ ニグル ミ属 して協%s),サ ワグル ミ属 Υ物知σ里理 ),エ ノキームク

ノキ属 (Cゼ′ぬ -4″αηα%減ι),ニ レーケヤ キ属 (働物 %s―乃脆ουα),ブ ナ属

(乃g2s),コ ナ ラ亜属 (02ιπ2s s"解%2s L砂ゲカうα厖%筋s),ア カガ シ亜属

(o2っπ2ss防蛯C%銹 ⑫ε′θbαル%砂sか ,ク リ属 (C力s勉 %ゼα),シ イノキ属に岱‐

筋%ψsか ,シキミ属 (河Jん物%),ツバキ属 (Cα%ι〃妨),バラ科 (Rosaceac),マ

メ科 (Legminosae),シ ラキ属 6妙滅 ),サ ンショウ属 (ウ物%サんθ炒蕨 ),アカ

メガシワ0カ〃>熔 ),ユ ズ リハ属 (a妙力%ゎヵテ焼η),キハダ属 (Pttι′ん虎η―

″℃η),ウルシ属 (R力2s),カ エデ属 (Aειγ),ム クロジ属 6妙ゲ%″クs),ト チノキ

属 (4gsε%励s),モ チノキ属 ("筋 ),ブ ドウ属 (防ぬ),ツ タ属(脆ガんゼ%οσか

s%s),シ ナノキ属 (2チカ),グ ミ属¢力例留物s),サ ンシュユ属 (Cθη2s),ウ ヨ

ギ科 (Araliaceae),ツ ツジ科 (Ericaceae),エ ゴノキ属 (Sヴ筋),ハイノキ属

“

ン″んεοs),ト ネリコ属(ご斗餘力%s),イ ボタノキ属(とを銹サ物%),テ イカカ

ズ ラ属  (Tttε力加 ψ″η%%),ガ マ ズ ミ属 (巧bπη2%),ス イカ ズ ラ属

(Lθttει筋)

車本類 :ガ マ属 (島ψ力α),イ ネ科 (Gramineae),カ ヤ ツ リグサ科 (Cyper―

aceae),ヘ ラオモダカ属 (A除吻α),オ モダカ属 (Stttチ筋万α),ギ シギシ属

(買ク吻傷 ),タ デ属 イ タ ドリ節 働 貌雙 %%紹 Sゼεサ.貿0%勁 ″物 ),タ デ属 サ ナエ

タデ節Υwttθ %π%Sゼε歩.脆終ん″η),アカザ科 (Chenopodiaceae),ナ デシ

ヨ科 (Caryophyllaceae),ア ブラナ科 (Curciferac),セ リ科 (Umbelliferae),

オナモミ(χα%焼妨め ,ヨ モギ属 (4γ彪%λ力),そ の他のキク亜科 (Tublifior_

ae),タ ンポポEE不斗(Liguhflorae)

検出された主な木本花粉の産出状況を図129、 130、 131に示す。F地点 (図

129)での花粉化石群集は主にクマシデ属、エノキームクノキ属、エレーケ

ヤキ属、ヨナラ亜属などの落葉広葉樹花粉とイヌガヤーヒノキーイチイ科

などの針葉樹花粉からなっている。アカガシ亜属やシイノキ属などの月R葉

樹花粉も出現しているがその比率は高くない。C地点 (図 130)ではアカガ

シ亜属とシイノキ属が卓越 し,イ ヌガヤーヒノキーイチイ科がこれに続く。

B地点 (図 130)の下部 (7aつ ではァカガシ亜属とシイノキ属が、中部 (4

b)ではアカガシ亜属とハンノキ属が、上部 (2a)ではマツ属が高率出

現する。また、マツ属の多産が見られる上部の層準では,イ ネ科を主とす

る車本花粉が総花粉・胞子数の60%を 占め、イネ科のほかにオモダカ属 ,ヘ

ラオモダカ属などの水田などに生育する革本の花粉が検出されている。な

お, 3aの試料は花粉の合有量が非常に少なく,本報告では検討試料から
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除外した。H地点 (図 131)ではクマシデ属,エノキームクノキ属、ニレーケ

ヤキ属、ヨナラ亜属などの落葉広葉樹花粉とマツ属、イヌガヤーヒノキー

イチイ科などの針葉樹花粉およびアカガシ亜属花粉が高率で出現する。こ

の中で,下部の生痕のみられるシル ト層でマツ属,モ ミ属が高率、それよ

り上部でクマシデ属、エノキームクノキ属、ニレーケヤキ属、ヨナラ亜属、

アカガシ亜属が高率出現するという違いが認められた。鬼界アカホヤ火山

灰層直上の極砂からの花粉の抽出量は少なくダイアグラムには表現できな

かつたが、花粉組成は下部のものと同様であった。

(4)考 察
F地点およびH地点の花粉化石群集から推定される遺肋周辺の森林は、
コナラ亜属、シデ類、ケヤキ、エノキ、ムクノキなどからなる落葉広菜樹

林で、モミやカヤといった針葉樹を交えるものであった。ЛR葉樹種は比較

的少なく、カシ類、シイノキなどがみられる程度であった。 F地点の上部

はH地点の下部に相当しており、これらの堆積物は放射1生炭素年代と鬼界

アカホヤ火山灰の存在から約7500～ 6300年前のものと言える。この時期は、

最暖期へむけての気温上昇にともない、海が拡大する時期である。森林も

落葉広葉樹林からЛR葉樹林への交代期にあたっている。近畿地方ではこの

時期にエノキームクノキの多産がみられる(MttDA,1976;中堀 ,1981:石 田

ほか、1984;松下。前田,1987な ど)が、垂水・日向遺跡の F・ H地点でも同
様であった。

C地点での花粉化石群から推定される遺跡周辺の森林は、 F・ H地点の

ものと大きく異なっている。この時代はアカガシ亜属とシイノキ属からな

る照葉樹林の繁茂する時代である。照葉樹種はツバキ属、ヤマモモ、モチ

ノキ属、ハイノキ属、テイカカズラなど多様である。この砂礫層の上部で

はクスノキの大木が発掘されており、花粉では復元できないクスノキ科の

植物群も共存していたことがわかる。この砂礫層の下部で鬼界アカホヤ火

山灰が検出されている(京都フィッショントラック :p.173)が ,H地点の鬼

界一アカホヤ火山灰層付近の花粉化石群とこの地点でのそれが大きく違う

ことから砂礫中の鬼界アカホヤ火山灰は二次堆積のものである可能性があ

る。 したがってC地点の砂礫層は放射性炭素年代値から約3500年前に堆積
したものと推定される。

B地点の花粉化石群から推定される森林は下部の時代ではカシ類,シイ
ノキなどのЛR葉樹林、中部の時代ではカシ林とハンノキ林、上部の時代で

はマツ林である。上部の時代では、イネ科の花粉が多産し、オモグカ、ヘ

ラオモダカなどの水田などに生育する草本花粉を伴うことから、水田耕作
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の可能性が考 えられる。 B地点の自然流路内の下層～底面には弥生時代前

期,中層には古墳時代初頭、上層には古墳時代後期の上器が包合 されてい

る (第 2章p.56)。 したがって、弥生時代前期 に繁茂 していた照葉樹林 |ま古

墳時代後期 には稲作の開始 とともに伐採 され、遺跡周辺の森林 はアカマツ

林へ と変化 した と推定される。
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挿図写真32.垂水。日向遺跡から産出した花粉化石(1)

1.2.ヤマモモ属 (MM5,F地点 2),34.カ バノキ属 (MM16,C地 点 16),5.6.エ レ属―ケヤキ属 (MM28,H

地点 5),7.エ ノキ属―ムクノキ属 (MM21,H地 点 3),8,9.ヨ ナラ属コナラ亜属 (MM27,F地点-1).10.コ

ナラ属アカガシ亜属 (MM26,F地点 1),11.12.ト チノキ属 (MM4,F地点 13)。すべて800倍 なお ,かっ

こ内は標本番号 ,産出地点を示す。
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挿図写真33垂水。日向遣跡から産出した花粉化石(鋤

13.14.シ キミ属 (MM19,H地 点-3),15.16キ ハダ属 (MM8,F地点 19),17.18.カ エデ属 (MM3,F地点―

13),19.サ ンシュユ属 (MM9,F地点 19),20ツ バキ属 (MM24,C地 点 2)。すべて800倍 .なお ,かっこ内

は標本番号 ,産出地点を示す。
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挿図写真34.垂水・日向遺跡から産出した花粉化石(3)

21.ハイノキ属(MM25,C地点 2),22.23ト ネリコ属(MM13,F地点-16),24.テ イカカズラ属(MM7,F地

点 23),25,26オ モダカ属(MM29,B地点-2a),27.28.ヘ ラオモダカ属(MM30,B地点-2a)。 すべて800

倍 .なお,かっこ内は標本番号,産出地点を示す。
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挿図写真35.B地点土層断面サン)レ採取位置

挿図写真36.F地点土層断面

挿図写真37.F地点サン)レ採取作業



5。 垂水 。日向遺跡から出土 した木材化石

能城修一  森林総合研究所木材利用部
鈴木三男  金沢大学教養部生物学教室

(1)は じめに

神戸市垂水区の垂水 。日向遺跡の第 1次調査において採取された木材化

石401点、および第 3次調査による44点 (こ のうちの1点はアカホヤ火山灰

よりも下位で放射性炭素年代測定用に採取されたもの)の、合わせてと45点

の樹種同定を行なった。当遺跡は福田川の三角州帯に位置しており、木材

化石はかつて中州を形成していた砂礫層から出土した。この砂礫層は第 1

次調査地点の基本層序では20層および21層 に相当する。木材化石の多くは

砂礫層中あるいはその上面に見いだされた倒木で、砂礫とともに流されて

きたものがかなりあると考えられるが、一部は砂礫層の上面に根をはって

埋没林を形成していた。しかしながら埋没林の生活面である当時の地表面

を確認するには至らなかった。また当遺跡の木材化石には大型のものが多

く、なかには直径1.5mに達するものや、長さが10mを 越えるものも含まれ

ていた。砂礫層中の木材の放射炭素年代 としては、3800y.BoP.か ら2300

y.B.P.の 間の四つの年代が得られており、砂礫層中の木材は縄紋時代後・

晩期に埋積したものと想定される。(土器は中期～晩期のものが出上した。)

近畿地方における縄紋時代の自然木の調査例は少なく、京都大学構内の

北白川追分町遺跡の報告 (伊東ほか、1985;鳴倉、1985;島地ほか,1989)

など数例あるだけである。また埋没林の調査も少なく、兵庫県多紀郡の板

井・寺ケ谷追跡において先土器時代の埋没林が調査されたのみである (Ooi

et al.,1990)。 関東地方においては、東京都北区の中里遺跡や埼玉県川日

市の赤山陣屋肋遺跡などで縄紋時代後・晩期の埋没林が見いだされており

(Noshiro and Suzuki,1989,能 城・鈴木、1987)、 流路内や台地周辺に埋

積 したものも埼玉県大宮市の寿能泥炭層追跡をはじめ各地で検出されてい

る (鈴木・能城、1987)。 関東地方の縄紋時代の本材化石群集では、ハンノ

キ属ハンノキ節や、クリ、ヨナラ属ヨナラ節・クヌギ節、 トネリコ属など
の落葉広葉樹が優占し、照葉樹林の主体をなす常緑広葉樹が優占する群集

は見いだされていなかった。垂水 。日向遺跡の木材化石群集は、関東地方

の木材化石群集と対比しうる縄紋時代の群集が関西において見いだされた

点で価値があり、その群集組成の解明は当時の森林を復原するうえで貴重

な資料となる。

(2)分類群の記載

樹種同定のための標本は、カミソリを用いて、木材化石の横断面と接線

―-199-―



断面および放射断面の徒手切片を作成し、それをガムクロラール (抱水ク

ロラール50g、 アラビアゴム粉末40g、 グリセリン20ml、 蒸留水50mlの混合

物)で封入して作成した。それぞれのプレパラー トにはHTM-1か ら445ま
での番号を付して、標本番号とした。出土木材化石445点のうち同定にこっ

たのは407点で、そのうち第 1次調査地点からは31分類群が、また第 3災調

査地点からは14分類群が見いだされた。以下にはそれぞれの分類群の木材

解剖学的な記載をおこない、挿図写真38～ 52に代表的な標本の横断面・接

線断面・放射断面の顕微鏡写真を載せて、同定の根拠を示した。

1.ヵ ャ a″に叩 %%ε披紹 (L.)Sieb.et Zucc.イ

38:la-lc(HTM-243)。

仮道管と放射柔細胞からなる針葉樹材。樹脂道は垂直

早材から晩材への移行はやや急で、晩材部はあまり多く

壁には2-3本ずつまとまって走るらせん肥厚がある。
型で小さく、 1分野に2-4個。

チイ科 挿図写真

・水平 とも欠 く。

ない。仮道管の内

分野壁孔はヒノキ

2.マ キ属 島あ錐%″S マキ科 挿図写真38:2a-2c(HTM 336)。
仮道管と放射柔細胞、および樹脂細胞からなる針棄樹材。樹脂道は垂直・

水平とも欠く。早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部はごく少なく、

仮道管の壁はあまり肥厚しない。樹脂細胞は年輪内にまんべんなく散在 し、

水平壁の肥厚は少ない。仮道管の内壁にらせん肥厚は認められない。分野

壁孔はヒノキ型でやや小さく、 1分野に1-3個。

3.イ ヌガヤ C砂力αチθ肱 %sんα成猛胸 物  (Knight)K.Koch イズガ
ヤ科 挿図写真38:3a3c(HTM-366).

仮道管と放射柔組織および樹脂細胞からなる針葉樹材。樹脂道は垂直・

水平とも欠く。早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部は普通ごくわ

ずかであり、年輪界はときに不明瞭である。仮道管の配列は一般にやや不

規則。樹脂細胞は年輪内にまんべんなく散在する。仮道管の内壁には斜め

方向にはしるらせん肥厚がある。分野壁孔はトウヒ型でごく小さく、 1分

野に 1-3イ回。

4.モ ミ属 Ab力sマツ科 挿図写真39:4a4c(HTM 292).
仮道管と放射柔組織からなる針葉樹材。ときに傷害樹脂道が横断面に見

られるが、水平樹月旨道はない。早材から晩材への移行はやや急で、晩材部
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はふつう量多い。仮道管の内壁にらせん肥厚は認められない。放射組織の

細胞には単壁孔がいちじるしく、垂直壁は結節状を呈する。分野壁子しはス

ギ型で小さく、 1分野に2-5個。

5.ツガ属 偽響 マツ科 挿図写真39:5a5c(HTM 15)。
仮道管と放射柔組織からなる針葉樹材。ときに傷害樹脂道が見らたるが、

水平樹脂道はない。早材から晩材への移行はやや急で、晩材部はふつう量

多く、明瞭である。仮道管の内壁にらせん肥厚は認められない。放射組織

の細胞には単壁孔がいちじるしく、垂直壁は結節状を呈する。放射組織の

上下縁辺には、 1-2列 の放射仮道管が認められる。分野壁孔はスギ型で
小さく、 1分野に1-4個。

6.ア カマツ 2%2s ttη s″θtt Sieb.et Zucc.マ ツ科 挿図写真
39:6a6c(HTM 222)。

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・垂直樹脂道をとりまく

エピ地リウム細胞からなる針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で、

晩材部は量おおく、 しばしば晩材が二重に形成される。エピセリウム細胞
は壁がうすく、樹月旨道内にはしばしばチロソイドを合む。分野壁子しは大型

の窓状、ふつう1分野に 1個。放射仮道管の水平壁には鋸歯状の肥厚が著

しい。

7.ヤマモモ ′,イν万じα ttbtt Sieb.et Zucc.ヤ マモモ科 挿図写真
40:7a-7c(HTM-82)。

小型でやや角張った管孔が、単独あるいはときに 2個複合して密に散在

する散孔材。管孔の直径は年輪界にむかって徐々に減少する。道管の穿孔

は数本の横棒からなる階段状。木部柔組織は (散在状―)短接線状で著し
い。放射組織は異性で 1-3細胞幅、直立細胞は背がひくい。放射組織の
直立細胞と、本部柔細胞にはしばしばやや大型の結晶が認められる。

8.ク マシデ属イヌシデ節 働紗ゲ%%S Sect.助πゅゲ%2S カバノキ科
挿図写真40:8a8c(枝・幹材 ,HTM 31),9a9c(根 材 ,HTM l14)。

枝・幹材 :小型でまるい管孔が単独あるいは放射方向に数イ回複合し、全

体として幅のひろい放射方向の帯となって配列する放射子ヒ材。道管の穿孔

は単一で、道管相互の壁孔は交互状で密に分布する。木部柔組織は接線状―

短接線状。放射組織は同性にちかい異性で、 1-3細 胞幅のものと、 1-
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4細胞幅のものが多数集合した大型の集合状のものとからなる。

根材 :やや小型で丸い管孔が単独あるいは数イ回放射方向に複合し、
/■t体

として幅の広い、やや不明l寮な放射方向の帯をなして散在する散子L材。年

輪幅は不揃いで、年輪界はやや不明瞭。その他の形質は枝・幹材と同じで

ある。

9.ス グジイ Cαs励%ψtt s力ιθチ
"ゲ

(MakinO)Hatusima ブナ科 挿

図写真41:10a10c(枝・幹材 ,HTM 276),1la-1lc(根 材 ,HTM-178).

枝・幹材 :中型でまるい単独管孔が年輪のはじめに間隔をあけて数列配

列し、晩材部では小型で薄壁の角張った管孔が火炎状に多数配列する環孔

材。早材から晩材にかけて道管の直径はやや急激に変化する。道管の穿孔

は単一で、道管内部にはチローシスが著しい。木部柔組織は晩材部で短接

線状あるいは2-3細胞幅のいびつな帯状。放射組織は単列同性で、道管
との壁孔は対列状一概状。

根材 :中型でまるい管孔が年輪のはじめに間隔をあけて 1-2列配列し、

晩材部では小型で薄壁の管孔が火炎状に配列する環孔材。放射組織は単列

同性で、 ときに 2細胞幅となり、垂直方向の配列は波打つ。その他の形質
は枝 。幹材と同じである。

10. ヨジイ C鶴力%ψsλ επψ滋 物 (Thunb.ex Murray)Schottky

ブナ科 挿図写真41:12a12c(HTM-332).

中型でまるい単独管孔が年輪のはじめに間隔をあけて数列配列し、晩材

部では小型で薄壁の角張った管孔が火炎状に多数配列する環孔材。早材か

ら晩材にかけて道管の直径はゆるやかに変化する。年輪界は複合放射組織

を境として、段をなす。道管の穿孔は単一。本部柔組織は晩材部で短接線

状あるいは2-3細胞幅のいびつな帯状。放射組織は単列同性および大型
の複合状で、道管との壁孔は対列状一柵状。

複合放射組織の存在によってコジイはスダジイから区別され、その複合

放射組織の出現頻度はそれほど高くないため、スダジイとした標本のなか

にもコジイが合まれる可能性がある。

11.ク リ Cαs力ηιαじ々 %αtt Sieb.et Zucc.ブ ナ科 挿図写真42:13

a-13c(HTM-288)。

年輪の始めに大型でやや放射方向にのびた丸い管孔がほぼ単独で数列配

列し、晩材部では小型で薄壁の角張った管孔が火炎状―放射状に配列する
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環子し材。管孔の直径は早材から晩材にむけて緩やかに減少する。道管の穿

子しは単一で、道管内部にはチローシスが者 しい。本部柔組織は晩材部でい

びつな接線状一短接線状。放射組織は単列同性で、道管との壁孔は対列状、

あるいは棚状。

12.コ ナラ属クヌギ節 Oクιπ2S Sect.Aτゲ′ψs ブナ科 挿図写真42:

14a-14c(HTM 338)。

中一大型で丸い管孔が年輪のはじめに1-2列ならび、晩材部では小型

で厚壁の丸い単独管子しが放射方向に配列する環孔材。管孔の直径は早材か

ら晩材にかけて急速に減少する。道管の穿孔は単一で、内部にはチローシ

スが見られる。本部柔組織は1-3列ほどの帯状で晩材部に著しい。放射

組織は同性で、単列で小型のものと、大型で複合状のものとからなる。放

射組織 と道管との壁孔は対列状―tIItt。

13.コ ナラ属ヨナラ節 O%ιπttS Sect.ビ� %s ブナ科 挿図写真42:

15a15c(枝・幹材 ,HTM 137),挿 図写真43:16a16c(根材,HTM 54)。

枝・幹材 :大型でまるい管孔が年輪のはじめに単独で 1-2列 ならび、

晩材部では小型で薄壁の角張った管孔が火炎状―放射状に配列する環孔材。

早材から晩材にかけて管子しの直径は急激に減少する。道管の穿孔は単一で、

内部にはチローシスが著しい。木部柔組織はいびつな接線状で晩材部で著

しい。放射組織は同性で、単列のものと、大型の複合放射組織とからなる。

道管と放射柔細胞との壁孔は対列状―概状。

根材 :中型でまるい管孔が年輪のはじめに 1-2列配列し、晩材部では

やや小型で薄壁の管孔が不揃いな火炎状―放射状に配列する環孔材。放射

組織は同性で、 1-2列 の小型のものと、大型で集合状一複合状のものと

からなり、その垂直方向の配列は不揃いである。その他の形質は枝
。幹材

と同じである。

14.コ ナラ属アカガシ亜属 ⑫ιιπ2S Subgen.の εチοうα物%ψsλ ブナ科

挿図写真43:17a17c(枝・幹材 ,HTM 12),18a18c(根 材 ,HTM-374),

挿図写真44:19a19c(柾目板 ,HTM-401)。

枝・幹材 :やや小型―中型で厚壁の丸い管孔が単独で 1-3(-5)列

の放射方向の帯となって配列する放射孔材。管孔の直径は年輪内で不規則

に変化する。道管の穿孔は単一で、内部にはチローシスが見られる。道管

は周囲状仮道管によって取りかこまれる。本部柔組織は1-3列のいびつ
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な帯状で著しい。放射組織は同性で、単列のものと、大型の集合状―複合

状のものとからなる。道管と放射組織との壁孔は対列状一柵状。

根材 :中 一大型で丸い厚壁の孤立管孔が、多数散在するか、 2-3ラIの

放射方向の帯となって配列する放射孔材。年輪幅はせまく、年輪界は一般

に不明H衰でいびつ。その他の形質は枝・幹材と同じである。

15.ム クノキ A´力α%α%滋ι αψι紹 (Thunb.)Planch.ニ レ科 i,図

真44:20a20c(HTM-37)。

中型で厚壁のやや放射方向にのびた管孔が、年輪界にむけて直径を減少

しながら、単独あるいは2-3個放射方向に複合 してまばらに散在する散
子L材。道管の穿子しは単一で、内部にはチローシスが見られる。木部柔組織

は早材部で周囲状、晩材部では数細胞幅の帯状で著しい。放射組織は異性

で 1-3細胞幅くらい、単列部には小型の結晶がしばしば見られる。

16.エ ノキ属 Cιチ法 ニレ科 挿図写真44:21a21c(HTM-205).
大―中型で丸いやや厚壁の管孔が、単独あるいは 2個複合して年輪のは

じめに 1-2列ならび、晩材部では小型で薄壁の角張った管孔が集合して、
斜め方向に断続する塊をなして散在する環孔材。早材から晩材にかけて、

管孔の直径は急激―やや急激に減少する。道管の穿孔は単一で、小道告の

内部にはらせん肥厚が著しい。放射組織は異性で、数イ回の直立細胞からな

る単列のものと、鞘糸田胞をもつ多列のものとがあり、直立細胞や鞘糸田胞に

はしばしば結晶が認められる。

17.ケヤキ ル膀θυα s7η物 (Thunb。 )Makino ニレ科 挿図写真 :

22a22c(枝・幹材 ,HTM 46),23a23c(根材 ,HTM 149).

枝・幹材 :大型でやや厚壁の丸い管了しが単独で年輪界にそって 1(-2)
列ならび、晩材部では小型で薄壁の角張った管孔が多数集合して、数-10

数細胞幅の帯をなして、斜め―接線方向につらなる環孔材。早材から晩材

にかけて管孔の直径は急激に減少する。道管の穿子しは単一で、小道管の内

壁にはらせん肥厚がある。放射組織は上下端のみ直立細胞からなる異性で、

しばしば上下端や多列部の縁に大型の結晶が認められる。

根材 :大型でやや厚壁の丸い管孔が単独で年輪界にそって 1(-2)列
ならび、晩材部では中一小型で薄壁の管孔が集合 して、断続的に斜め―接

線方向につらなる塊をなして配列する環孔材。放射組織は上下端のみ直立

細胞からなる異性で、枝・幹材よりは小型。それ以外の形質は根材と同じ
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である。

18.ヤマグワ νθtts α2sサ筋Jλ Poir.ク ワ科 挿図写真45:24a24c

(HTM-143).

中型まるい管孔が年輪のはじめに単独あるいは 2個複合 して散在し、晩

材部では小型でまるい管孔が数イ固ずつ複合して (斜め―)接線方向に連な

る傾向をみせて配列する環子し材。管孔の直径は早材から晩材にむけで緩や

かに減少する。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚が認め

られ、道管内部にはチローシスが著しい。放射組織は上下端の 1-3細胞

ほどが直立細胞からなる異性で、 1-6細 胞幅くらい。

19。 モクレン属 ′%鱈%θ J妨 モクレン科 挿図写真52:42a-42c(HT418)。

やや小型でまるい管孔が放射方向につらなる傾向を見せて複合し、多数

散在する散孔材。管孔のしめる面積は、ときに基本組織系を上まわる。管

孔の直径は年輪界付近でやや減少する。道管の穿孔は単一で、道管同志の

壁孔は対列状―階段状、内部にはほぼ水平のチローシスが著しい。放射組

織は同性にちかい異性で 2細胞幅。

20.ク スノキ Cゲηttα%θ%劣%何 婢ゆ力ο紹 (L。 )Presl クスノキ相| 1講

図写真46:25a25c(枝・幹材 ,HTM 59),26a26c(根材 ,HTM 27働 .

枝・幹材 :大―中型でやや厚壁の管子しが単独あるいは放射方向に2-3

個複合してややまばらに散在する散孔材。管孔の直径は年輪界にむけて緩

やかに減少する。道管の穿子とは単一で、内部にはしばしばチローシスが認

められる。木部柔組織は周囲状で量多く、しばしば大きく膨らんだ油細胞

をもつ。放射組織は上下端の 1-2細胞が直立細胞からなる異性で背は低

く、ときに層階状に配フ1し、単列部にはときに大型の油細胞が見られる。

根材 :ひ じょうに大型―中型でやや厚壁の管子しが単独あるいは2-3個

複合してみつに散在する散孔材。周囲状の木部柔組織は著 しく、本繊維の

直径は大きい。放射組織は 1-3細胞幅で、構成する細胞の直径は大きい。

その他の形質は枝・幹材と同じである。

21.シ ログモ Nω〃たια sθ万じゼα (Bl.)Koidz.ク スノキ科 挿図写

真46:26a27c(HTM 45).

やや小型で薄壁の幾分角張った管孔が単独あるいは2-3個放射方向に

複合して散在する散孔材。管孔の直径は年輪界付近でやや減少する。道管
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の穿孔は単一、ときに10本ほどの横棒からなる階段状で、内部にはチロー

シスが認められる。本部柔組織は周囲状であるが目立たない①放射組織は

上下端の 1-2細胞が直立細胞からなる異性で 2細胞幅、道管との壁孔は

対列状―階段状。

22.ク ロモジ属 Lケ%疵紹 クスノキ科 挿図写真47:28a28c(HTM

860).

小型でやや厚壁の角張った管孔が単独あるいは 2個放射方向に複合して、

まばらに散在する散孔材。道管の穿孔は単一、ときに10本ほどの横棒から

なる階段状。本部柔組織は周囲状でときに油細胞をふくむ。放射組織は上

下端の 1-2細胞が直立細胞からなる異性で 1-3細胞幅、道管との壁子L

は小型でみつな対列状。

23.ヤブツバキ 働 %ゼ J励 ″″ガじα Linn.ツ バキ科 挿図写真47:29

a-29c(枝・幹材 ,HTM-192),30a-30c(根 材 ,HTM 94)。

枝 。幹材 :小型で薄壁のやや角張った管孔が年輪のはじめにほぼ単独で

散在し、晩材部ではごく小型の角張った管孔が単独あるいは 2-数イ回複合

して多数散在する散孔材。管孔の直径はゆるやかに、明1寮に減少する。道

管の穿子しは10数本ほどの横棒からなる階段状。本部柔組織は散在状。放射

組織は異性で 2-3細胞幅、 しばしば大型の結晶が単列部に見られる。放

射組織と道管との壁子しは階段状。

根材 :やや小型で薄壁の角張った管孔が年輪のはじめにほぼ単独で散在

し、晩材部ではごく小型の角張った管孔が単独あるいは2-数イ回複合して

散在する散孔材。管孔の直径はゆるやかに、明瞭に減少する。年輪の幅は

不揃い。放射組織は異性で 1-5細胞幅のひろい紡錘形。それ以外の形質
は枝・幹材と同じである。

24.サカキ CJりι%之知%んα Thunb.ツバキ科 挿図写真48:31a31

c(HTM-163)。

ごく小型で薄壁の角張った管孔が単独で均―に密に散在する散孔材。管

子しの直径は年輪界でやや減少するのみで、年輪界はやや不明瞭。道管の穿

孔は数十本の横棒からなる階段状。木部柔組織は散在状。放射組織は単列

異性でときに 2細胞幅となり、背は高く、道管との壁孔は小型で、対列状―

階段状。
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25.ヒサカキ aT塑 ブ妙οttεα Thunb.ツバキ科 挿図写真48:32a

32c(枝・幹材 ,HTM 217),33a33c(根材 ,HTM 285).

枝・幹材 :小型で多角形の管子しがほぼ単独で密に散在する散孔材。管孔

の直径は年輪界にむけてやや減少するが、年輪界は不明瞭。道管の穿子しは

数十本の横棒からなる階段状。本部柔組織は散在状で、量多い。放射組織

は異性で 1-3細胞幅、単列部に比較して多列部は短 く、道管との壁孔は

小型で対列状―階段状。

根材 :小型で角張った管孔がほぼ単独で密に散在する散子し材。管子しの密

度が年輪界付近でやや減少するが、年輪幅は不規則で、年輪界は不明瞭。

放射組織は異性で 1-2細胞幅、背はひくい。その他の形質は枝・幹材と

同じである。

26.サ クラ属 肋 %2s バラ科 挿図写真52:43a43c(HTM 443).

まるい小型の管孔が、単独あるいは放射方向に23イ回複合してまばらに散

在する散孔材。管孔の直径は年輪界にむけて徐々に減少する。道管の穿子し

は単一、内壁にはらせん肥厚がみられ、しばしば褐色の物質がつまってい

る。放射組織は異性で 1-4細胞幅。

27.ネ ムノキ AJb″力 ″′ゲうゑ Sゲ%Durazz.マ メ科 挿図写真49:34a34

c(HTM 384)。

大型でやや厚壁のまるい管孔が単独あるいは2-3個複合 して、年輪界

のはじめに散在し、晩材部では小型でまるいやや厚壁の管子とが単独あるい

は2-数個複合してまばらに散在する環孔材。管孔の直径は早材から晩材

にかけて徐々に減少する。道管の穿孔は単一。本部柔組織は早材部で周囲

状、晩材部で翼状。放射組織は同性で 2-3細胞幅、外形はいびつである。

28.フ ジ 胎 励物 ガθ万う筋%ル (Willd.)DC.マメ科 挿図写真49:

35a-35c(HTM-225).

ひじょうに大型で丸い管孔がほぼ単独で年輪のはじめに 1(-2)列 配

列し、晩材部では中型のまばらな管孔と、ごく小型で薄壁の管孔が多数帯

状に集合したものとが混在する環孔材。道管の穿孔は単一で、チローシス

が著しく、小道管の内壁にはらせん肥厚がある。木部柔組織は周囲状で、

晩材部では小道管とともに層階状に配列する。放射組織はほぼ同性で、1-

6糸田月包晰菖く らい。
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29.カ ラスザンショウ Z》″79θη筋紹 αゲ肋%滋θゲガιs Sieb.et Zucc.

ミカン科 挿図写真49:36a-36c(HTM 201)。

中―小型でやや厚壁の管孔が単独あるいは2-4個複合してまばらに散
在する散子し材。管孔の直径は年輪界にむけて徐々に減少する。道管の穿了し

は単一で、道管相互の壁孔は交互状で、ごく小さく密に分布する。木菩卜柔

組織は周囲状。放射組織は同性で 1-4細胞幅である。

30.ム クロジ 働″%焼Sη%力θ知郎ゲGaertn.ム クロジ科 挿図写真
50:37a37c(枝 。幹材 ,HTM-371),38a38c(根 材,HTM 181).

枝 。幹材 :大型でやや厚壁の丸い管孔が単独あるいは 2個複合 して年輪

のはじめに 1-数列ならび、晩材部では小型で薄壁の角張った管子とが数個
おもに放射方向にのびる塊をなして散在する環孔材。管孔の直径は早材か

ら晩材にかけてやや急に減少する。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁に

はらせん肥厚が認められ、道管内部にはしばしば褐色のゴム状の物質が認

められる。本部柔組織は早材部で周囲状、晩材部では2-数細胞幅の接線
方向にのびる帯状で目立つ。放射組織は同性で2-4細胞幅くらい、外形
はいびつである。

根材 :大―中型でやや厚壁のまるい管孔が単独あるいは 2-数イ固複合し
て散在する半環孔材。管孔の直径は年輪の終わりにむけて徐々に減少する。

その他の形質は枝 。幹材と同じである。

31.ノ ブ ドウ 4紹″Jοψλ b%υわιブ%%じ%肋筋 (Maxim.)Trautv.7ar
力効 勿協 (Thunb。 )Hara ブ ドウ科 挿図写真50:39a-39c(根 灯 ,
HTM 223)。

根材 :やや大型―中型でやや厚壁のまるい管孔が単独あるいは 2-3個
放射方向に複合 して早材部に散在 し、晩材部では小型で角張った管子しが単

独あるいは数イ固複合 してまばらに散在する環子Ltt。 管孔の直径は早材から

晩材にかけて急激に減少する。道管の穿孔は単一で、道管相互の壁孔は階

段状。木部柔組織は周囲状で、道管との壁孔は階段状。放射組織は異性で、

単列のものと、10数細胞幅、高さ 2 mmに達する大型のものとからなる。

32.ク マノミズキ類 &房肪 cf.%ασγ9ク秒′ル (Wall.)Sojak ミズキ
科 i帝図写真51:40a-40c(HTM-71).

小型でまるい管孔が単独で均―に散在する散孔材。管孔の直径は年輪界

にむけてゆるやかに減少する。道管の穿孔は20-30本 ほどの横棒からなる
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階段状。木部柔組織は散在状。放射組織は異性で、直立細胞ならなる単列

のものと、 4細胞幅くらいになる多列のものからなる。道管と放射組織 と

の壁孔は小型で、交互状に分布する。

33.ニワトコ 晟
"力
%ε熔 陶ειttθM L.subsp.vあοチ″歩α夕筋 (Miq。 )Hara

スイカズラ科 挿図写真51:41a41c(HTM 397)。
小型でやや角張った管孔が単独あるいは数イ回複合して斜め接線方向に連

なる傾向をみせて存在する散孔材。年輪の終わりではごく小型で方形の管

子とが数列の帯をなす。道管の穿子とは単一。放射組織は異性で 1-4細』包幅
くらい、不揃いな輪細胞をもつ。道管と放射組織との壁子Lはやや大型の楕

円形で交互状。

(3)結果および考察

第 1次調査地点の363点 の標本には31の分類群が見いだされた (表 14)。

このうち156点 は砂礫層上面で見いだされ、10点は砂礫層中から、また残 り

の197点はいずれから出土したか不明のものである。しかしながら砂礫層上

面のものも層準不明のものも、ケヤキやクスノキを除くとその組成はほぼ

等しく、ほとんど時代差のない、同質の森林に由来していることを示して

いる。砂礫層上面でもっとも多いのはアカガシ亜属の21.8%で、これにマ

キ属 (17.3%)や モミ属 (10.9%)、 ケヤキ (7.7%)、 クスノキ (6.4%)、

カヤ (5.1%)、 イヌガヤ (3.2%)、 ヤブツバキ (3.2%)が続 く。針葉樹の

割合は39.1%で、常緑広葉樹が35.3%、 そして落葉広葉樹が25.6%である。

層準不明のものや礫層中のものも合わせると、常緑広葉樹は41.3%、 針葉

樹が33.9%、 そして落葉広葉樹が24.8%と なり、アカガシ亜属やクスノキ

を主体とする月R棄樹林が当遺跡の周辺に広がっていたことが想定される。

木材化石の直径分布を見てみると、20cm以下のものが 3分の 2以上を占

めているものの、30cm以上のものも比較的多い(表 15)。 樹種ごとの直径分

布を見てみると、アカガシ亜属やクスノキに大型のものが多く、クスノキ

には150cmに 達するものも見いだされている(表 16、 図132)。 またモミ属や

ヨナラ節、ケヤキにおいても直径30cmを越えるものが複数見いだされてい

るが、マキ属には30cmを越えるものはなく、林冠を構成する要素ではなか

ったことがうかがえる。さらにほとんど 1点ずつではあるが、イヌシデ節

やヤマモモ、ムクノキ、ヤブツバキ、ヒサカキ、ムクロジなどに直径40c�

を越えるものが見いだされている。なお直径60cmの コナラ節の木材化石に

は93年輪が認められた。
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砂礫層上面における木材化石の平面分布を見てみると、北西の角に大き

な集団があ り、北東の角 と南半分 に小 さな集団が散在 している (図

132,133)。 北西の集団では、北西の縁にマキ属が集合し、アカガシ亜属が

東側を中心に全体に散らばっている。集国の東側には数点のクスノキやイ

ヌシデ節の大型の木材が、また西側にはヨナラ属ヨナラ節の木材が故在 し

ている。大型の倒木は、アカガシ亜属をのぞいて、全体として南東～南南

東方向に倒れているものが多く、北西側からの洪水などによって埋積 した

と推定される。北束の集団では中央にムクノキの大型の倒木が横たわり、

それを挟んでクスノキやアカガシ亜属の小型の倒木が故在している。南半

分では大型のものは少ないが、北西よりにアカガシ亜属の倒木やヤブツバ

キの根株がみられ、南東よりにケヤキやカヤの倒木がかたまっている。こ

こでもアカガシ亜属は西南西―東北東方向に倒れており、それ以外の倒木

とは方向が異なっている。

0‐ 10
‐ 20
‐ 30
‐40
‐ 50
-60

‐ 70
‐150

48(o
54 (8)

27(2)
14(1)

5(3)
2

4(2)
1

83

72

26

5

5

4

2

(13)    134(20)

(18)    128(26)

(4)  569)
(2)  20(3)
(2)   10o)
(1)  6(1)
79)
1

合 計    155(22)  10(2) 197 eO) 362o3)
():根株材・根材の本数

表15.垂水。日向遺跡第1次調査主要木材化石の直径分布
現場で直径を測定していないものはサンプル直径で代用

直径階(cm)ア カガン クスノキ
亜属

マキ属 モミ属 ヨナラ節  ケヤキ  その他

0‐  10
- 20

‐ 30
-40
- 50

‐6Cl
‐ 70

18(10)

34(24)
8(2)
10(3)
6(5)
2
1

13o)
13

6(1)
2

1(1)

2(1)

2(1)
5

5(1)

4  スダジイ(1),ク マノミズキ類(1)
1  ムクロジ (1)
ムクノキ (1),と サカキ (1)
イヌシデ節 9)・ ,ヤ マモモ (1),ヤ ブツバキ (1)

現場で直径を測定していないものはサンブル直径で代用

その他は直径が30cmよ り大きいもののみ表示
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第 3次調査地点の本材化石43点中

には14の分類群が見いだされた (表

17)。 このうちモクレン属とサクラ属

はこの地区でのみ見いだされている。

この地区でもっとも多いのはアカガ

シ亜属 (13点 )で 3分の 1ほどを占

め、ついでヤブツバキ (8点 )やヤ

マグワ (6点 )、 ケヤキ (3点 )カ

ヤ、クリ、ムクロジ (以上 2点 )な

どが続 く。アカガシ亜属の優占は第

1次調査地点とおなじであるが、第

1次調査地点の北西の角にはアカガ

シ亜属のほかマキ属やコナラ節がお

おく、この地区のものとはアカガシ

亜属をのぞいて共通するものは少な

い (図 132)。 こうした相違は同一の

森林内における地域の違い、あるい

は木材化石の埋積時期の相違を反映

していると考えられる。しかしなが

らこの地区の組成もアカガシ亜属を

主体とした照葉樹林のものであり、

第 1次調査地点のものと本質的には

同様の森林に出来している。

この地区における木材化石の平面

分布をみてみると、北半分では、北

東角の 2点 をのぞいて北北東から南

南西にむけて倒れているものが多く、

南半分では北西から南東に向いてい

るものが多い (図 134)。 組成はいず

れの側にもアカガシ亜属およびヤブ

ツバキが優占し、それにヤマグワやケ

ヤキ、ムクロジなどが伴っている。こ

うした埋積状態から考えて、北半分の

木材化石と南側のものとが異なった

時代に埋積したことを示している。
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TaxOn               樹枢名 点象  巨往 3砒m以上
点数 (直径 )

Torrcya mO俺 ra(L。)siebo Ct Zu∝.   カヤ          2
Ccphalotaxus haringtonia(Knight)K.Koch イヌガヤ

Carpims sect.Eucarpinus        クマンデ属イヌンデ節
Castttlca crenata Sicb.ct zucc.          ク iプ

QuCrCus subgen.Cyclobalanopsis
Ccltis

Zclkova scrata(Thunb。 )MakinO
Morus ausばalis Poir.

Magnolia

Cimatnomum camphora(L。 )PrcSI
Carnclliajaponica Lim.

Prunus

Sapindus mukoЮ ssi Cacrtn.

ヨナラ属アカガン亜属
エノキ属
ケヤキ

ヤマグワ
モクレン属
クスノキ

ヤブツバキ

サクラ属
ムクロジ

1

1   1(31)
2
13  1(31)
1  1(30)
3

6     2  (39、  34)
1

1

8

1

2      1 (42)

Swida ci la(Wall.)So クマノミズキ

Total

*その他にT.P.=1.5mよ り得られた放射炭素年代測定用の試料はカヤであった。

表17.第 3次調査地点第2遺構画出土木材化石一覧表

以上のことを総合して、当遺跡周辺の縄紋時代後・晩期の森林を復原す

ると、アカガシ亜属やクスノキを主体とし、ヤブツバキやヒサカキをとも

なった照葉樹林が想定される。そこにはモミ属やマキ属、カヤといった常

緑針葉樹が混交しており、イヌシデ節やコナラ節、ケヤキ、ムクノキ、ム

クロジといった落葉広葉樹も少なからず混じっていた。これまで古谷 (1979)

や前田 (1977)、 松下 。前田 (1987)、 安田 (1978)な どによって、大阪湾

周辺における縄紋時代の森林植生の復原が花粉分析の手法によって試みら

れており、およそ6000y.B.P,以降、アカガシ亜属を主体としシイノキ属が

ともなった照葉樹林がこの地域に広がっていたことが明らかとなっている。

今回の木材化石の同定の結果、こうした照葉樹林にクスノキが主要な要素

として加わっていたことが明らかとなり、また落葉広葉樹もかなりの割合

で混生していたことが示された。

ただ、当遺跡の木材化石群集には砂礫層とともに運搬堆積 したものと、

その上面で埋没林を形成しているものとがあったが、両者の識別やそれぞ

れの成立過程の解明には至らなかった。今後の木材化石群集の調査におい

ては、木材化石の堆積構造の把握のためによリー層の努力が払われるべき

であろう。

‐

一４３
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挿図写真38.垂水 。日向遺跡出上の大型木材イし石の顕微鏡写真(1)

la-lc:カ ヤ(HTM 243),2a-2c iマ キ属(HTM-336),3a-3cイ ヌガヤ(HTM 366)i

a:横断面×40,b:接線断面×100,c:放 射断面×400.
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挿図写真39.垂水 。日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真(2)
4a‐4o:モ ミ属(HTM-292),5a-5c:ツ ガ属(HTM-15),6a-6c:ア カマツ;a:横断面

×40,b:接線断面×100,ci放射断面×400,
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挿図写真40.垂水 。日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真(3)
7a-7c:ヤ マモモ(HTM-32),8a-8ciク マシデ属イヌシデ節(枝・幹材,HTM-31),9a
-9c:同 (根材,HTM-114),a:横 断面×40,b:接線断面×100,c:放射断面×200.
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挿図写真41.垂水・日向遺跡出上の大型木材イし石の顕微鏡写真仰)
10a-10ciス ダジイ(枝・幹材,HTM-276),1la-1lo:同 (根材,HTM‐ 178),12a-12ci

コジイ(HTM-332),a:横 断面×40,b:接線断面×100,c:放射断面×200,
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挿図写真42.垂水 。日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真 (動
13a-13c:ク リ(HTM-288),14a-14o:コ ナラ属クヌギ節(HTM-338),15a-15o:ヨ ナラ属 コ

ナラ節 (枝・幹材,HTM-137),a:横 断面 ×40,b:接 線断面×100,ci放射断面 ×200。
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挿図写真43.垂水 。日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真(6)

16a‐ 16ciコ ナラ属コナラ節(根材,HTM-54),17a-17o:コ ナラ属アカガシ亜属 (枝・

幹材,HTM-12),18a-18ci同 (根材,HTM-374),al横 断面×40,bi接線断面×100,

ci放射断面×200.
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挿図写真44.垂水 。日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真(労
19a-19c:コ ナラ属アカガシ亜属 (柾目板,HTM-401),20a-20c:ム クノキ(HTM-37),
21a…21c:エ ノキ属 (HTM-205);a:横 断面×40,b:接線断面×100,c:放射断面×200。
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挿図写真45.垂水 。日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真(3)
22a-22c:ケ ヤキ (枝・幹材,HTM-46),23a23c:同 (根材,HTM-149),24a-24c:ヤマグワ

(HTM 143)ia t横断面×40,bi接線断面×100,ci放射断面×200.
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挿図写真46.垂水 ,日 向遺跡出上の木材化石の顕微鏡写真(9)
25aや 25ciク スノキ (枝・幹材,HTM-59),26a-26o:同 (根材,HTM-275),27a‐ 27o:

シロダモ(HTM-45),a:横 断面×40,bi接線断面×100,ci放射断面×200。
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挿図写真47.垂水 。日向遺跡出上の木材イし石の顕微鏡写真00
28a-28o:ク ロモジ属 (HTM-360),29詐 29c:ヤ ブツバキ(枝・幹材,HTM‐ 192),30a‐

30c:同 (根材,HTM-94),a:横 断面×40,b:接線断面×100,c:放射断面×200.
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挿図写真48.垂水 。日向遺跡出上の大型木材イし石の顕微鏡写真1け

31a-31o:サ カキ(HTM-163),32a-32c:ヒ サカキ(枝・幹材,HTM-217),33a‐ 33c:同

(根材,HTM-285),a:横断面 ×40,b:接線断面×100,ci放射断面×200。
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挿図写真49。 垂水・日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真9D

34a34c:ネ ムノキ(HTM 384),35a-35c:フ ジ(HTM-225),36a-36c:カ ラスザンショウ

(HTM-201),al横 断面×40,b:接線断面×100,ci放射断面×200。
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挿図写真50。 垂水 。日向遺跡出上の大型木材イし石の顕微鏡写真00

37a-37o:ム クロジ (枝・幹材,HTM-371),38a-38c:同 (同 (根材,HTM-181),39a-39ci

ノブドウ (根材,HTM-223),al横 断面×40,b:接 線断面×100,c:放射断面×200。
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挿図写真51.垂水 。日向遺跡出上の大型木材イし石の顕微鏡写真9'
40a-40c:ク マノミズキ類 (HTM-71),41a-4,c,ニ ワ トコ (HTM-397),a:横断面×40,
b:接線断面 ×100,ci放射断面×200.
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挿図写真52.垂水 。日向遺跡出上の大型木材化石の顕微鏡写真00
42a-42ciモ クレン属 (HTM-418),43a-43c:サ クラ属 (HTM-443);
a:横断面×40,b:接線断面 X100,c:放射断面×200.
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挿図写真53. 木材サンプル採取作業(1)

挿図写真54. 本材サンプル採取作業(2)
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6.プラント・オパール分析

松田隆二  古環境研究所
(1)は じめに

垂水。日向遺肋第1次調査地点A地区では、 トレンチ断面における土層観

察などによって、水田層と思われる数枚の土層が確認されていた。

この調査は、プラント・オノギール分析を用いて、水田層の検証および探

査を試みたものである。

(2)試 料

昭和63年 9月 12日 に現地調査を行なった。調査地点は、Sl-1～ 3の
3箇所である。土層は la層 ～ 7C層 に分層されていた。このうち la層

は古墳時代末～ 7世紀中頃、 2a層は古墳時代初頭、 3C層 は弥生時代前
期、 7a'層 は縄紋時代晩期～弥生時代前期とされていた。

試料は、トレンチ断面において、各層ごとに 5～ 10cm間隔で採取した (図

135参照)。 採取にあたっては、容量50ccの採土管およびポリ袋等を用いた。

試料数は計21点である。

図135.土層断面図と分折試料の採取箇所

(3)分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤

原,1976)」 をもとに、次の手順で行なった。

(1)試料上の絶乾 (105℃・24時間)お よび仮比重測定

修)試料土約lgを稀量し、ガラスビーズを添加 (直径約40μm,約 0.02g)
※電子分析天秤により、 1万分のlgの精度で稀量

●)脱有機物処理 (電気炉灰化法または過酸化水素法 )
に)超音波による分散 (150W・ 26kHZ。 15分間)
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(動 1尤底法による微粒子 (20μ m以下)除去

6)乾燥ののち封入剤 (オ イキット)中に分散し、プレパラート作成
(7)検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・

オパールと略す)を おもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行なった。計

数はガラスビーズ個数が300以上になるまで行なった。これはほぼプレパラ

ート1枚分の精査に相当する。

次式に従って、試料lg中のプラント・オパール個数(SP)を算出した。

SP=(Gw× a/Sw)× (β/α )
ただし、Gwは添加したガラスビーズの重量、aはガラスビーズlg中の個

数、Swは試料の絶乾重量、αとβは計数されたガラスビーズおよびプラント・

オパールの個数を表わしている。つぎに、次式にしたがって植物体生産量

(Bw,単位t/10a・ cm)を算出した。

Bw=Sp× As× K X10

ただし、Asは試料の仮比重、Kは換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの

植物体各部乾重)を表わしている。換算係数は、イネは赤米 ,ヨ シ属はヨシ ,

タケ亜科はゴキダケの値を用いた。機動細胞珪酸体 1個あたりの地上部全

体重 (単位:10-5g)は 、それぞれ2.94,6.31,0.48で ある。また、イネの機動細

胞珪酸体 1個あたりの種実重は1.03である。Bwの値に層厚をかけて、その

層で生産された植物体の総量を求めた。

挿図写真55.プラント・オパール サンプル採取作業
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(4)分析結果

表18にプラント・オパールの検出個数を示した。なお、稲作跡の検証お

よび探査が主目的であるため、同定および定量はイネ ,ヨ シ属 ,タ ケ亜科 ,

ウシクサ族 (ススキなどが含まれる),キ ビ族 (ヒエなどが含まれる)の主

要な 5分類群に限定した。また、表19に各層の深度,層厚,仮比重の値な

どとともに、イネの推定生産量を示した。

Sl-1地点

試料名  I イネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族

la-1
la-2
2a-1
2ュ ‐2
3a'
3b-1
3b-2
3c
5b
7a'-1
7a〕 -2
7b
7c

Sl-2

試料名

2,800
1,900
1,900
0

8,000
900
700
0
0
0
0
0
0

0
0

4,700
3,000
8,000
7,200
4,500
8,400
2,500
900
0
0
0

62,800
17,500
89,500
4じ ,000
112,800
58,900
18,000
5,100
3,800
6,400
10,800
1,600
2,800

1,800
900
4,700
900
4,000
4,500
700
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

地点

イネ ヨン属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

2a
5b-1
5b-2
6a'

2,900
0
0
0

900
800
0
900

3,800
0
900
0

31,100
9,500
4,500
19,900

０

０

０

０

Sl-3地点

試料名  I   イネ ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族 キビ族

2a
lla'
4a'
4b

1,900
900
0
0

3,800
1,900
0

8,400

71,400
49,500
20,300
18,100

0
900
900
1,700

０

０

０

０

表18 試料lgあたりのプラント・オパール個数

図136にイネのプラント・オパールの検出状況を示した。また、図1371こ

環境の指標となるおもな分類群 (イ ネ,ヨ シ属 ,タ ケ亜科)について、植物

体生産量とその変遷を模式的に示した。
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Sl-1地 点

試料名   深さ  層厚 P,0.数
個/g

仮比重 P,0,数   稲わら重
個/cc   t/10a.cm

稲秘重   稲秘総量
t/10a.cn   t/10a

la-1

la-2
2a-1
2a-2
3a'
3b-1
3b-2
3c
5b
7a'-1
7a'-2
7b
7c

0
15
27
38
49
59
80
90
106
119
160
176
183

2,800
1,900
1,900
0

8,000
900
700
0
0
0
0
0
0

1.52
1.52
1.41
1,41
1,35
1.28
1.28
1. 12
1. 18
0,76
0.56
0.51
0.67

4,200
2,800
2,600
0

10,800
1,100
800
0
0
0
0
0
0

0,80
0.53
0.50
0.00
2,06
0.21
0,15
0,00
0,00
0,00
0.00
0.00
0.00

0.43
0.29
0.27
0.00
1,11
0.11
0.08
0,00
0.00
0.00
0.00
0,00
0.00

6.49
3.46
2.95
0,00
11,12
2.38
0.82
0,00
0.00
0,00
0,00
0.00

５

２

１

１

０

１

０

６

３

１

６

７

一

Sl-2 地点

試料名   深さ  層厚 P,0,数
個 /g

仮比重 P,0.数   稲わら重   稲秘重   稲秘総量
個/cc   t/10a.cm  t/10a`cm   t/10a

2a
5b-1
5b-2
6a'

20    10
30    20
50    10
60     -

2,900
0

0
0

4,000
0
0
0

4,12
0.00
0.00

1.41
1,35
1,35
1,27

0,76     0,41
0.00     0.oo
O.00     0.00
0,00     0,00

Sl-3地 点

試料名   深さ  層厚 P,Or数
個/g

仮比重  P.O.数
個/cc

稲わら重   稲秘重   稲秘総量
t/10a,cm  t/10a.cm   t/10a

2a
lla'
4a'
4b

1,900
900
0
0

3.48
1.48
0.00

３

２

３

一

1.41     2,600
1,37     1,200
1,47        0
1,40         0

Sl-2万 個/g

0      1

0.50     0.27
0.23     0,12
0.00     0,00
0,00     0.00

Sl-3万 個/g

0      1

表19ィ ネの推定生産量

Sl-1万 個/g

0      1

図 136 イネのプラントオパールの検出状況
(注)<印 は50師 ごとのスケール、
●印は分析試料の採取笛所
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神戸市、垂水 日向  Sl― ■  土 層   植物体生産量  t/10ュ・cm
10864200246810

国 ヨシ  国 タケ亜科 ■ イネモミ

神戸市 ,垂水 日向  Sl-2  土 層   植物体生産量  t/10ュ・ch
10964201124681「 」

ロ ヨン 剛 タケ亜科      ロイネ ■イネモミ

神戸市 、垂水 日向  Sエ ー 3  土 層   植物体生産量  t/10ュ・cn
19    8     6     4     2     0     0     2     4     6     8     10

ロ ヨン 國 タケ亜科      ロイネ ■イネモミ

図137 おもな植物の推定生産量と変遷

<印 は50cmごとのスケール
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(5)考 察

分析の結果、イネのプラント・オパールが検出されたのは、la,2a,3a',3

b,お よび1la'の各層である。

このうち、3a'層は、プラント・オパール密度が8,000イ回/gと比較的高い値で

ある。また、プラント・オパール密度の明瞭なピークが認められることか

ら、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくい。したがって、同

層で稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。ただし、同層は自然

流路の埋土と見られることから、上流部や周辺からの流れ込みの危険性も

否定できないであろう。

3b層 は、プラント・オパール密度が1,000個/g未満と微量である。直上に

高密度の3a'層があることから、上層から後代のプラント・オノギールが混入

したものと考えられる。

la層 ,2a層および1la'層 は、プラント・オパール密度が900～ 2,800イ回/gと

低い値である。これらの層で稲作が行われていた可能性は考えられるが、

上層もしくは周辺からプラント・オパールが混入した危険性も否定はでき

ない。

以上のことから、同遺跡もしくはその付近では、少なくとも3a'層 の時期

には稲作が開始されていたものと推定される。

なお、2a～ 6a',層 では、ブナ科と見られる樹木起源のプラント・オパール

が比較的多量に検出された。樹木起源については、珪酸体標本の検討が不

充分であるため、給元植物を特定するに至っていないが、その大部分はス

グジイの珪酸体に類似しているようである。このことから、当時、同追跡

付近ではブナ科 (ス ダジイ?)な どが、生育していたものと推定される。

参考文献

藤原宏志(1976)「 プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一数種イネ科の珪酸体標本

と定量分析法一」『考古学と自然科学』 9:1529

藤原宏志 (1979)「 プラント・オパール分析法の基礎的研究(働一福岡・板付遺跡 (夜臼式)

水田および群馬 。日高遺跡 (弥生時代)水田におけるイネ(0.sativa L。 )生産総

量の推定―」『考古学と自然科学』12:2941

藤原宏志。杉山真二 (1984)「 プラント・オパール分析法の基礎的研究(動―プラント・オ

パール分析による水田址の探査―」『考古学と自然科学』1盈 7385
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No  分 類 地点   試料名  倍率群

1  イネ

2  イネ

3  イネ

4  ヨシ属

5   タケ亜不斗

6  ウジクサ族

中央

中央

西似1

中央

中央

中央

3a'         400

3a'         400

2a'         400

3a'          400

7a'-2       400

2a-1        400
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挿図写真57.プラント・オパールの顕微鏡写真(鋤

Nα  分 類 群 地点   試料名 倍率

7  樹木起源 (ブナ科 ?)

8  樹木起源 (ブナ科 ?)

9  樹木起源 (ブナ科 ?)

10  樹木起源

11  不明

中央

中央

東側

中央

中央

2a-1

2a-1

5b-2

2a-2

2a-1
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7.垂水 。日向遺跡の大型植物化石 と古環境

南木睦彦  流通科学大学
(1)試料の層位

垂水・日向遺跡は神戸市西部の福田川の形成した平野にあり、縄紋時代

以降の複合遺跡である。第 1次調査地点、第 3次調査地点、第 4次調査地

点の近接した 3つの調査地点よりなるが、大型植物化石を検討したのは第

1次調査地点と第 3次調査地点である。

大型植物化石を検討した堆積物の層位・時代は次の 3つである。第 1は

シル トを主体とし、細粒砂、粗粒砂、植物遺体のラミナなどからなる、比

較的側方への連続性のよい地層である。水鳥や人の足跡が確認されている

面があり、また 7千数百年の放射性炭素年代値が多数得られている。第 3

次調査地点からは、この一連の堆積物の最上位からK―Ahテフラの一次堆積

層が見つかっている。年代値やテフラから、これらの堆積物は、おおむね

縄紋時代前期を中心とした堆積物ということになる。試料は第 1次調査地

点 F地点から採集した。F地点の柱状図を図138に示す。試料は花粉化石と

共通であり、プラントオパールや珪藻分析用試料もほぼ同一の地点から採

取されている。堆積物は下位より次のとおりである。灰色で,旬汰のよいシ

ル ト(堆積物試料番号24～ 22)、 褐色シル ト、中粒砂、植物遺体のラミナ互

層 (堆積物試料番号21～ 19)、 灰色で淘汰の悪い砂層 (堆積物試料呑号18・

17)、 灰色の砂質シル ト (堆積物試料番号16～ 14)、 灰色褐色砂質泥炭 (上

面に足跡を持つ。堆積物呑号12～ 13)、 中粒砂と細粒砂ないしシル トの互層

で細粒部に植物遺体を合む (堆積物試料番号11～ 10)、 中粒から細粒砂を挟

在する灰褐色泥炭で下部は特に褐色を呈する(堆積物試料番号 9～ 8)、 灰

褐色砂泥 (堆積物試料香号 7～ 6)、 灰褐色でやや褐色を帯びるシル ト質砂

(堆積物試料呑号 5)、 灰白色シル ト質砂 (堆積物試料番号 4～ 3)、 黒灰色

シル ト (堆積物試料呑号 2～ ゥ)。 堆積物試料番号
24か ら14ま での層位は、

試料採取後に石膏およびイオウと思われる白色ないし責色の結晶が析出し

た。従ってこれらの層位は海水の影響下に堆積 したものと思われる。この

地点の堆積物を24試料に分割したが、このうち 9試料を分析 した。大型植

物TLA~に は現地採集試料はなく、いずれも水洗ふるい分けにより採集した。

第 2は上記の堆積物を部分的に削りこんで堆積する最大厚 2mに達する砂

礫層から採集したものである。この砂礫層は、扇状地の中州堆積物と考え

られている。砂礫層には、大型植物化石を大量に合むレンズが挟在してお

り、このレンズは厚さ 5～ 30cm程度で、側方への連続性は悪く数m～ lo
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面程度であることが多い。このレンズには、保存のよい棄TLEが折 り重なる

ように堆積 していたり、比較的大きな種実類がはきよせられるように堆積

している。マ トリックスは粗粒砂から細粒砂であることが多い。レンズ内

には砂やシル トと大型植物化石が数mmか ら数cmのラミナの互層を形成して

堆積 している。堆積物の状態から考えると、扇状地内の中州の微凹地には

きよせられるように堆積 したものと考えられる。従って、上流に生育して

いた大型植物化石が混入している可能性がある。砂礫層からは多数の木材

化石が産出した。これらの多くは大型植物化石が密集するレンズから倒木・

流木の状態で産出したが、砂礫層のトップ近くからは根株が産出した。砂

礫層の時代は、放射性炭素年代からは縄紋時代後・晩期と考えられるが、

考古遺物では中期～晩期にわたった。中期のものは二次堆積とも考えられ

るので、以下では縄紋 (中 )後・晩期とする。

試料は第 1次調査地点のC地点と第 3次調査地点 1区の 2地点で水洗ふ

るい分け試料を採集し、また第 1次調査地点、第 3次調査地点 1区の両方

で比較的大きな大型植物化石を現地採集した。第 1次調査地点C地点の柱

状図を図138に示す。この地点では 4枚の大型ホ直物化石を合むレンズがみら

れ 4試料を採集したが、このうち、試料 2と 4を分析 した。

第 3は、第 1次調査地点の弥生時代～古墳時代末のものと考えられる自

然流路の堆積物 (サ ンプル採取 B地点)である。堆積物試料のほとんどは

無機砕后物が中心で大型植物TLEを合んでいなかった。流路堆積物のうち、

最も下位に当たる7a'層 には多数の大型植物化石が含まれていたのでこれ

を水洗ふるい分けにより検討した。また同層位からは多量の葉化石や種実

類などの大型植物化石が現地採集されていた。この自然流路は上記の縄紋

時代中期～晩期の堆積物を削りこんで堆積 している。流路壁側面には、大

型植物化石を多数合む縄紋時代の堆積物が直接接している。自然流路下位

から産出した大型植物化石には、縄紋時代 (中 )後・晩期の大型植物化石が

二次堆積 したものが含まれている可能性が高い。

(2)室内処理ならびに標本の保存

研究室に持ち帰つた堆積物は 4 mm、 2 mm、 l mm、 0.5mm、 0.25mmの標準ふ

るいを用いて水洗ふるい分けをした。分析 した堆積物は第 1次調査地点F

地点試料がそれぞれ200cme、 第 1次調査地点C地点試料が2200cm3、 第 3次調

査地点 1区試料が3000cm9、 第 1次調査地点B地点 (弥生時代～古墳時代後

期流路堆積物)が200cmaで ある。水洗ふるい分け試料堆積物から洗い出した

残i宰から、同定可能な大型植物化石を肉眼および低倍率の双眼実態顕微鏡

下でひろいだし、種類ごとに分けた。一方、現地採集試料についても同様
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の処理をした。いずれについても標本番号(MM935～MM983)を つけ、種

実化石については70%アルコールに液浸で小ビンに入れ、葉化石について

はPEG溶液に液浸でパウチ式フィルムに挟み込んで保管し、現在、流通科

学大学に保管している。

(3)同定結果ならびに同定の基準

同定結果一覧表を表20～ 23に示す。表20は縄紋時代前期頃の堆積物から

得た大型植物化石、表21は縄紋時代 (中 )後・晩期の堆積物から得た大型植

物化石、表22は弥生時代～古墳時代末の堆積物から得た大型植物化石を示

している。また表23は それら3者の比較を示すとともに、それぞれの分類

群の和名に対応する学名を示した。

同定したほとんどすべての大型植物化石の写真を挿図写真58～ 65にえす。

分類群名のあとにアルファベット記号をつけたものは、同一分類群内のタ

イプ分けが可能であるが、種までの同定にはいたらないものである。以下

にいくつかの分類群の同定の基準と、タイプ分けの基準を示す。

アカマツ クカ%s励 %%bゼ雀
"Parlatoreクロマツ クゲ%%S虎%S″θtt Sieb.et Zucc.

アカマツの葉の樹脂道が表皮に接している (挿図写真58-12)の に対し、

クロマツの葉の樹月旨道が葉肉内にある (挿図写真5813)こ とで区別した。

ツブラジイCαs励%ψsぬ 磁ψゲ焼筋 Var.ε姿″カル(Thunb.)Schottky

スダジイ G郷力η6ゅSλ ε%ψゲブα力 Var.sゲあθチ肪ゲ(Makino)Nakai

果実長が14.5mmで あった 1点 (挿図写真59-8)を スグジイと同定した。果

実長が10mmか ら12mmの ものはツブラジイと同定した (挿図写真599)。 また

破片についてはシイ属と同定するにとどめた。

スゲ属Aは三稜形で淡褐色、柔らかく長さ1.6mm(挿図写真63-5)。 承ゲ

属 Bは二面体型で灰褐色、長さ2.Omm～ 2.2mm(挿図写真636)。 スゲ属Cは

三稜形で茶褐色、長さ1.2mm～ 1.3mm。 スゲ属Dは三稜形で茶褐色、長さ1.6

mm～ 2.Omm(1市図写真637)。 スゲ属 Eは三稜形で淡褐色、柔らかく長さ2.5

mm(挿図写真63-8)。 スゲ属 Fは二面体型で灰褐色から茶褐色、花柱部が伸

張する。長さ1.3mm～ 1.7mm(挿図写真639)。

ホタルイ属Aは うすい片凸レンズ形で花柱部が伸張し、黒色で表面は平

滑でにない光沢がある。花柱部を除く長さ2.Omm(挿 図写真631)。 ホタル

イ属 Bは厚い片凸レンズ形で、黒色で表面は平滑で光沢はない。長さ2 5mm

(挿図写真63-2)。 ホタルイ属 Cは うすい片凸レンズ形で、花柱部が伸びる。

黒色で表面に横方向のしわがあり光沢がある。花被が変化した刺針は果体

とほぼ同じ長さ、花柱部を除く長さ2.Omm(挿図写真63-3)。 ホタルイ属Dは
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二面体型で灰褐色、表面は平滑で光沢はない。長さ1.5mm(挿 図写真634)。

カヤツリグサ属Aは三稜形で黒色、長さ1.lmm(1帝図写真63-10)。 カヤツ

リグサ属 Bは二面体型で茶褐色で柔かく、長さ1,lmm(挿 図写真6311)。

タデ属Aは二面体型で黒色、光沢があり平滑、長さ1.8mm～ 2.lmm(挿 図

写真64-5)。 タデ属 Bは三稜形で黒色、光沢があり平滑、長さ2 0mm～ 2.5mm

(挿図写真646)。 タデ属 Cは三稜形で黒色、平滑で光沢があり、長さ1.4mm

(挿図写真647)。 タデ属Dは二面体型で黒色、光沢があり平滑、長さ2.5mm

～2.8mm(挿 図写真648)。

(4)結果と植生・植物相の復原

(4-1)縄 紋時代前期頃
表20に示す様に木本化石が種類・量共に多く、草本化石が少ない。試料

1,4,23な どが種類 。量共に少ない点を除くと、層位的な変化は認められな

い。そこで以下では層位的な変化は無視出来るものとし、一括して論ずる。

木本で量が多いものはカヤ、モミを含むモミ属、フジ属である。普通に

産出するものにはイヌシデ、ヨナラ属アカガシ亜属、ケヤキ、ムクノキ、

アカメガシワ、サルナシ、ヒサカキ、タラノキ属、イイギリ、クマノミズ

キ、ニワトコがある。この他にイヌガヤ、アカマツ、ヤナギ属、クヌギ近

似種、クワ属、ヒメヨウゾ、サクラ属サクラ節、サンショウ、イタヤカエ

デ、イロハモミジ近似種、カエデ属 A、 ムクロジ、ブ ドウ属、ムラサキシ

キブ属が産出している。

モミ属の葉やカヤの葉、フジ属の芽などは生産量が著しく多いうえ断片

でも同定できるため過大に表現されると考えられ、これらが必ずしも多量

に生育していたとはいえない。また、想定されているように、千潟の堆積

物であるとすると異地性が高いことになり、当時の森林植生の復原は大型

植物化石からは困難であるといわざるを得ない。

当時の植物相はモミ、カヤ、イヌガヤ、アカマツなどの針菜樹、コナラ

属アカガシ亜属、ヒサカキなどの常緑広葉樹、イヌシデ、ケヤキ、ムクノ

キ、アカメガシワ、タラノキ属、イイギリ、クマノミズキ、ニワトコなど

の落棄広葉樹、フジ属、サルナシなどのつる植物などを合む植物相であっ

たといっにとどめたい。

草本は種類 。量共に少ないが、カワツルモの産出は注目に値する。カワ

ツルモは淡水域にも生育するが汽水域に普通の植物であり、当時の堆積域

の環境を示唆している。
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表20,垂水 。日向遺跡第 I次調査地点 F地点 (縄紋時代前期頃)の大型植物イし石    数字は200ばあたりの個数

上段より堆積物試料香号と標本番号
分類群 産出部位

1     4     8     9     11     15     19     21     23

MM935 MM936 MM937 MM938 MM939 MM940 MM941 MM942 MM943

木本

カヤ

カヤ

イヌガヤ

イヌガヤ

モミ

モミ属

アカマツ

ヤナギ属

イヌシデ

クヌギ近似種
ヨナラ属
ヨナラ属

ケヤキ

ムクノキ

クワ属

ヒメコウゾ

サクラ属サクラ節

フジ属

サンショウ

アカメガシヮ

イタヤカエデ

カエデ属 A
ムクロジ

ブ ドウ属

サルナシ

ヒサカキ

タラノキ,高

イイギリ

クマノミズキ

ムラサキシキブ属
ニワトコ

革本

カワツルモ

スゲ属 A
スゲ属 B
ホタルイ属 D

カラムシ属 A
ヤナギタデ近似種

ナデシコ科 A

棄

種子

種子

棄

種鱗

葉

葉

果実

果実

殻斗

果実

芽

果実

核

種子

核

核

芽

種子

種子

果実

果実

幼果

種子

種子

種子    1
核

種子

核

核

種子

種子    1
果実

果実

果実

種子

果実

種子

果実

種子

1

1

3      1

1      1

1

1

1   1

1

2      1

4       1

2      1

6     10     22      2      9      3      3

1   1

1

1

ヨナラ属アカガシ亜属     殻斗
ヨナラ属アカガシ亜属     幼果

8     15     23      4     13      7      4

1

1

3      3             1      1

1      1      2

2

1

1      1      2

1

4              1              1

1                             1      1

1

1

1

2      2             5      1

1      1

1               2

1

2                             1

1

1

イロハモミジ近似種      果実

カヤツリグサ属 B      果実

1              4      4

1                             1

1                     1      2              2

2             1

1      2

1

1

1

ヘビイチ司属,オランダイチゴ属,    核
またはキジムシロ属 A
シソ科 A
ナス科 A
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上位の化石群と比べると落葉広葉樹が優先し、照葉樹林樹種が少ないよう

に見受けられる。これは、当時ЛR葉樹林の発達がやや悪かったことを示唆

している可能性がある。

(4-2)縄 紋時代 (中 )後・晩期

表21に示すように木本化石が種類量共に多く、革本化石が少ない。第 1

次調査地点C地点と第 3次調査地点 1区から産出した分類群は、車本を除

くとおおむね一致しており、また量比も類似 している。現地採集試料につ

いても両地区で類似しており、水洗ふるい分け試料と類似したものが産出

している。そこで以下では層位的ならびに地域的な差異は無視出来るもの

とし、一括して論ずる。

木本で産出量が多いものにはモミを合むモミ属、イチイガシ、サカキが

ある。ふつうに産出するものにはカヤ、クロマツ、アカマツ、イヌシデ、

アラカシ、シラカシ、ケヤキ、クスノキ、フジ属、ブ ドウ属、ヒサカキ、

タラノキ属、イイギリ、クマノミズキがある。この他にイヌガヤ、イヌマ

キ、ツガ属、ヤマモモ、ツブラジイを合むシイ属、アカガシ近似種、ヨナ

ラ、ムクノキ、クワ属、サクラ属サクラ節、キイチゴ属、サンショウ、キ

ハダ、アカメガシワ、セングン、ナナミノキ、イロハモミジ近似種、ウリ

ハダカエデ近似種、カエデ属 B、 トチノキ、ムクロジ、ヤブツバキ、エゴ

ノキ、ハクウンボク、クロバイ、ニワトコが産出している。

以上から、イチイガシを主体としアラカシ、シラカシなどの複数のアカ

ガシ亜属の種や、ツブラジイを合むシイ属を中心とし、モミ、カヤ、イヌ

マキなどの針葉樹や、ケヤキ、イイギリ、クマノミズキや複数のカエデ属

などの落葉広葉樹を伴う豊かなЛR葉樹林があつたと考えられる。低木には

サカキ、ヒサカキなどが伴っていたと考えられる。

アカマツやクロマツが普通に産出したが、多量に産出するわけではなく、

しかも縄紋時代 (中 )後・晩期という時代を考えると、当時自然環境下にこ

れらの生育に適した地形・土壌が存在していたと考えるべきで、二次林が

あったと主張すべきではないであろう。 トチノキの種子が 2点産出したの

で、稀ではあるにしても生育していたと考えられる。

革本は種類・量共に少ない。第 1次調査地点でヤナギタデ近似種がやや

多いことは、堆積の場がやや湿つており、これらが生育するような湿地で

あったことを示している可能性がある。第 3次調査地点ではほとんど革本

が産出していない。周辺の森林や上流域から流れ込んだ木本遺体からのみ

化石群が形成されたと考えられる。いずれにしても堆積の場周辺に、カヤ

ツリグサ科草本、イネ科草本、タデ科革本などが生育する大規模な湿地は
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表
21
.垂
水
。
日
向
遺
跡
縄
紋
時
代
(中
)後
・
晩
期
の
砂
礫
層
産
大
型
植
物
化
石

第
十
次
調
査
地
点
C地
点
(I
 t
t 
C地
点
)な
ら
び
に
第
3次
調
査
地
点
1区
(3
次
1区
)と
し
た
も
の
は
,水
洗
▼ヽ
、 る
い
分
け
に
よ
る
分
析
で
,数
字
の
大
部
分
は
1 
00
0c
IF
中
の
個
数
,た
だ
し
分
類
群
名
の
前
に

*印
を
付
け
た
も
の
で
は
20
0c
ド
中
の
個
数
。
現
地
採
集
言式
料
の
数
字
は
実
数
.

上
よ
り
地
点
,層
位
。
標
本
番
号

上
よ
り
地
点
,層
位
・
標
本
番
号

分
類
群

分
類
群

産
出
部
位
 1
次
C地
点
  
 3
次
1区
1次
地
点
3次
地
点

2 
  
4 
  
  
 
現
地
採
集
現
地
採
集

MM
94
4 
MM
94
5 
MM
94
6 
MM
94
作
94
9 
MM
95
0 
96
5

産
出
部
位
 1
次
C地
点
  
 3
次
1区
1次
地
点
3次
地
点

2 
  
4 
  
  
 
現
地
採
集
現
地
採
集

MM
94
4 
MM
94
5 
MM
94
6 
MM
94
7-
94
9 
MM
95
0-
96
5

木
本 カ
ヤ

イ
ヌ
ガ
ヤ

イ
ヌ
マ
キ

モ
ミ

モ
ミ
属

ツ
ガ
属

ク
ロ
マ
ツ

ア
カ
マ
ツ

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

ヤ
マ
モ
モ

イ
ヌ
シ
デ

ツ
プ
ラ
ジ
イ

ン
イ
属

イ
チ
イ
ガ
シ

ア
カ
ガ
シ
近
似
種

ア
ラ
カ
シ

シ
ラ
カ
シ

ヨ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

コ
ナ
ラ

ヨ
ナ
ラ
属

ケ
ヤ
キ

ム
ク
ノ
キ

ク
ワ
属

ク
ス
ノ
キ

サ
ク
ラ
属
サ
ク
ラ
節

*キ
イ
チ
ゴ
属

フ
ジ
属

サ
ン
シ
ョ
ウ

キ
ハ
ダ

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

セ
ン
ダ
ン

ナ
ナ
ミ
ノ
キ

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
近
似
種

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
近
似
種

カ
エ
デ
諷
B

ト
チ
ノ
キ

ム
ク
ロ
ジ

ブ
ド
ウ
属

ヤ
ブ
ツ
バ
キ

ヒ
サ
カ
キ

サ
カ
キ

タ
ラ
ノ
キ
属

イ
イ
ギ
リ

ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ

エ
ゴ
ノ
キ

アヽ
ク
ウ
ン
ポ
ク

ク
ロ
バ
イ

ニ
ワ
ト
コ

革
本 ス
ゲ
属
 C

ス
ゲ
属
 D

ス
ゲ
属
 E

*カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
属
 C

*カ
ラ
ム
シ
属
 A

ミ
ゾ
ソ
バ

ヤ
ナ
ギ
タ
デ
近
似
種

ナ
デ
シ
ヨ
科
 B

ア
オ
ツ
プ
ラ
フ
ジ

*ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
属
,オ
ラ
ン
ダ
イ
チ

ゴ
属
,ま
た
は
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
 B

ス
ミ
レ
属

シ
ツ
属

イ
ヌ
コ
ウ
ジ
ュ

'萬
キ
ラ
ン
ソ
ウ
属

葉

種
子

種
子 葉 葉

球
果

種
鱗

種
子 枝

雄
花
序 葉 棄 枝

種
子 葉 棄

球
果

種
子 核

果
実

果
実

果
実

果
実

幼
果 葉

果
実

果
実

幼
果 葉

果
実

幼
果 葉

殻
キ

幼
果

殻
キ

果
実 芽

雄
花
序

果
実 葉 核

種
子

種
子 核 核

1 1 2 2 1

53

1 1

芽 緑 符 隣 絣 核 態 態 態 態 聯 庸 態 媛 隣 衡 媛 群 葉 研 態 核 麟 核 麟 肝 核 断 　 　 線 態 欺 線 研 態 態 樹 隣 核

・
０ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２

― ― ］ 卜 ∞ ― ―

種
子

果
実

果
実

果
実



存在 していなかったと考えられる。

(4-3)弥 生時代～古墳時代末

表22に示すように木本化石が種類 。量共に多く、車本化石が少ない。ほ

とんどが現地採集で得たものであり、水洗ふるい分けで得たものが少ない

ので、量的な組成を下位の層準と比較することは困難である。以下では現

地採集試料を中心にその多寡を論ずる。

木本で量が多いものは、イチイガシ、ケヤキ、クスノキ、セングンであ

った。普通に産出したものはイヌガヤ、モミ属、イヌシデ、ツブラジイ、

アラカシ、シラカシ、ヨナラ、エノキ、ムクノキ、クワ属、サクラ属サク

ラ節、フジ属、カラスザンショウ、アカメガシワ、ブ ドウ属、サカ千、ク

マノミズキ、エゴノキ、クロバイであった。その他にカヤ、イヌマや、ツ

ガ属、マツ属複維管束亜属、ヤマモモ、ヤナギ属、スダジイ、アカガシ近似種、

マツブサ、シキミ、サンショウ、キハダ、ゴンズイ、イタヤカエデ、イロハモミ

ジ近似種、ムクロジ、シナノキ属、サルナシ、ヤブツバキ、ヒサカキ、タラ

ノキ属、イイギリ、ハクウンボク、クサギ、ニワトコが産出している。

以上からイチイガシ、アラカシ、シラカシなどの複数のアカガシ亜属の

種、ツブラジイ、スダジイを合むシイ属やクスノキを中心とし、サ乃キ、

ヒサカキ、クロバイなどの常緑広葉樹、モミ属、イヌガヤ、カヤ、イヌマ

キなどの針葉樹、ケヤキ、セングン、イヌシデ、コナラ、エノキ、ムクノ

キ、クワ属、サクラ属サクラ節、カラスザンショウ、アカメガシワ、クマ

ノミズキ、エゴノキなどの落葉広葉樹を伴う豊かな照葉樹林があったと、

一応考えられる。復原された植生は、下位の縄紋時代 (中 )後
。晩期につい

て復原されたものと類似している。すでに堆積環境で述べたように、この

層位には二次化石が合まれている可能性が強く、弥生時代～古墳時代の植

物相・植生を正確に反映していない可能性がある。

革本は種類・量共に少ないが、イシミカワ、ボントクタデ、ヤナギタデ、

ノブ ドウなどのようにやや普通に産出するものもあった。ヘラオモダカや

シロネ属のように水湿地の存在を示唆する植物も産出しているが量は少な

い。堆積の場周辺に、カヤツリグサ科車本、イネ科草本、タデ科草本など

が生育する大規模な湿地は存在しなかったと考えられる。

(5)栽培植物など

第 1次調査地点C地点から産出したシソ属と同定した果実 (挿図写真65

-7)は、果実長が1.8mm～ 2.Ommである。このような大きさの果実は野生のイ

ヌコウジュ属やシソ属にはみられない。いわゆるシソ・エゴマ類と考えら

れ、栽培されていた可能性がある。
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表22.垂水 ,日 向遺跡第 十次調査地点 B地点 (弥生時代～古墳時代末の流路)産大型植物化石
水洗舗別言式料は7a'層産で数字は 00cド中の個数.現地採集試料も流路内のほぼ同じ層位から産出したもので数字は実数.

試料の種別と標本番号 試料の種別と標本番号

分類群

木本

カヤ

イヌガヤ

イヌマキ

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

ヤマモモ

ヤナギ属

イヌシデ

ツプラジイ

スダジイ

ンイ属

イチイガシ

アカガシ近似種

アラカシ

シラカシ

ヨナラ属アカガシ王属

ヨナラ

ヨナラ属

ケヤキ

エノキ

ムクノキ

クワ属

マツブサ

シキミ

クスノキ

サクラ属サクラ節

フジ属

サンショウ

カラスザンショウ

2

5

15

3

1        49

1

3

1

4

4

20

15

1

1

4

13

96

129

1255

3

15

14

97

44

17

213

10

9

18

156

381

32

107

6

41

16

1        13

1

3

1       353

10

34

3        60

2

7

10

分類群

キハダ

アカメガシワ

センダン

ゴンズイ

イタヤカエデ

イロハモミジ近似種

ムクロジ

ブドウ属

シナノキ属

サルナシ

ヤブッバキ

ヒサカキ

サカキ

タラノキ属

イイギリ

クマノミズキ

エゴノキ

ハクウンボク

クロバイ

クサギ

ニワトコ

車本

ヘラオモダカ

スゲ属 B
スゲ属 C
スゲ属 D
スゲ属 F
ホタルイ属 A
ホタルイ属 B
ホタルイ属 C

イボクサ

イシミカワ

ボントクタデ

ヤナギタデ近似種

タデ属 A
タデ属 B
タデ属 C
タデ属 D
マルミノヤマゴボウ

アオツプラフジ

ノブ ドウ

シロネ属

イヌコウジュ属

産出部位  水洗舗別 現地採集
MM967 MM968-977

産出部位  水洗舗別 現地採集
Mふ/1967 MM968 977

葉

種子

種子

葉

葉

葉

種子

球果

核

葉

果実

果実

果実

果実

幼果

葉

果実

幼果

葉

果実

果実

幼果

葉

葉

殻斗

幼果

果実

殻斗

幼果

果実

芽

雄花序

果実

葉

核

核

種子

種子

種子

種子

葉

核

芽

果実

種子

種子

種子

種子

核

種子

果実

果実

種子

幼果

種子

果実

種子

種子

種子

菜

種子

核

種子

核

種子

種子

核

核

種子

l

12

204

5

1

1

9

4

23

1

1

5

2

3

28

1         1

1

78

14

2

73

6

2

果実     1
果実          1
果実     1
果実     1    7
果実     1    1
果実     2    3
果実          3
果実          4
種子     1
果実         19
果実     2    31
果実          25
果実          3
果実          6
果実          1
果実          6
種子          3
種子     1    6
種子         24
果実     1
果実     1    1
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表231.垂水。日向遺跡の各時期から産出した大型植物化石まとめ 産出の有 (1と 表示),無 (記入無し)のみを示した。

産出部位 縄紋前期頃 縄紋(中 )後,晩 弥生～古墳分類群

木本
カヤ

イヌガヤ

イヌマキ
モミ

モミ属

ッガ属

クロマツ

アカマツ
マツ属複維管束亜属

ヤマモモ

ヤナギ属

イヌシデ
ツブラジイ
スタジイ
ンイ属

イチイガシ

アカガシ近似種
アラカシ

シラカシ

ヨナラ属アカガシ亜属

コナラ

クヌギ近似種
コナラ属

ケヤキ

エノキ
ムクノキ
クワ属
ヒメコウゾ
マツブサ
シキミ

クスノキ

サクラ属サクラ節
キイチゴ属
フジ属

サンショウ
カラスザンショウ
キハダ
アカメガシワ
センダン

ナナミノキ
ゴンズイ
イタヤカエデ
イロハモミジ近似種
ウリハダカエデ近似種

Tttp mmamm)slebゃt Zucc   彗
CephЛotaxus ha� ngto�a(KnighO K Koch       種葵
叉l瞥♀訛硼撃姓

Thun aDon   嬢
Abies              彊箪

雄花俸
葉

Tsuga                                      
覆
種子

Pinus thusttDergii Parlatore                      葉
Pinus densiflora Sieb et Zucc                        葉

Piuns subgen Diploxylon                         球果
種子

盟豊
Ca rtlbura Sleb et Zuco        蟹

果実

:a霊協Ⅷ a峰礁炉dtta chuれうS��ky 彙嚢
:駕tal:認:蝋

炉data vai SebЛ� 側 ak�ω Nak江
 彙憂
幼
異

QuerCus gilva Blume                 ぅ員
QuerCus cF acuta Thulab               果養
QllerCus glattca Thunb                参興

棄

QuercttS myrsinaefolia BIume              果実
幼果
葉

QuerCい Subgen Cyclobalanopsis                        殻斗
幼果
果実

QuerCus serrata Mllrray                 殻キ
幼果

QuerCus cf acutissima Carruth             殻斗
Quercus                        果実

芽
雄花序

Zelkova serrata(Thunb)MakinO                     果実
葉

Ceitis sinensis Pers var iaponiCa(Planch)Nakai       核

Aphananhe aspera(Thunb)MakinO              核
Morus                         種子

Broussonetia kttinoki Sieb                              核

Schisandra repanda(Sieb et Zucc)Radlk              種子

11licium anisatun L                   種子
Cinnamomum camphora(L)PresI               種子

葉

Prunus sect Pseudocerasus                          核
Rllbus                           核

Wisteria                           芽
果実

Zanthoxylum piperitum(Linn)DC            種子
Zanthooxylum alanthoides Sieb et Zに c               種子

Phe■ odendron amurense Rupr                        種子

新:協
t窮

認歎℃懲咄とN齢緒詭q    曙
IIex chinensis Sims                  果実

盈彗 電1薄 獄濯 猛
ChuれうKa� tz        

真真

Å∝r cf palmatum Thunb                果実

Acer cF rufinewe Sieb et Zucc               果実
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表23-2.垂水。日向遺跡の各時期から産出した大型植物化石まとめ 産出の有 (1と 表示),無 (記入無し)のみを示した。

分類群 産出部位 縄紋前期頃 縄紋(中 )後・晩 弥生～古墳

カエ,RA
カエデ融 B
トチノキ
ムクロジ

ブドウ属
シナノキ属
サルナシ
ヤブツバキ

ヒサカキ

サカキ

タラノキ属
イイギリ
クマノミズキ
エゴノキ
ハクウンボク
クロバイ
ムラサキシキブ属
クサギ
ニワトコ

革本
ヘラオモダカ
カワツルモ
スゲ属 A
スゲ属 B
スゲ属 C
スゲ属 D
スゲ属 E
スゲ属 F
ホタルイ属 A
ホタルイ属 B
ホタルイ属 C
ホタルイ属 D
カヤツリグサ属A
カヤツリグサ属B
イボクサ
カラムシ属 A
ミゾソバ

イシミカワ
ボントクタデ
ヤナギタデ近似種
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挿図写真58 垂水。日向遺跡の大型植物化石 I

種名,産出部位,倍率,標本番号の順に示 した。

1:カ ヤ,種子,× I.7,MM952-1.  2:カ ヤ,葉 ,× H,MM946-21。   3:イ ヌガヤ,種子 ,× 2.5,MM963-6.

4:イ ヌガヤ,葉 ,× 5,MM945-20.  5:イ ヌマキ,葉 ,× 0.67,MM944 4.  6:モ ミ,球果 ,× 067,MM963 1.

7:モ ミ,種鱗 ,× I.7,MM963 1.  8′ 9:モ ミ属,葉,× |.7,MM945-0。    10′ H:ツ ガ属,葉 ,× 5,MM945 15

12:ア カマツ,葉断面 ,× 20,MM945-22.   13:ク ロマツ,葉断面 ,× 20,MM945-21.   14:ア カマツ,葉 ,× 5,

MM945-22.  15:ク ロマツ,葉,× 5,MM945-21.  16:マ ツ属複維管束亜属,球果,× l,MM963 2.

牛
，
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挿図写真59.垂水。日向遺跡の大型植物化石H
種名,産出部仕,倍率,標本番号の順に示した.
I:ア ラカシ,葉,× 0.8,MM945-2.  2:イ テイガシ,葉,× 0.8,MM945 1.  3:シラカシ,葉,× !,MM945-3.
4:ア ラカシ,果実,× 5,MM956-2.  5:イ テイガシ,幼果,× 5,MM946 9.  6:シ ラカシ,幼果,× 7.5,MM946
-33. 7:ア カガシ近似種,果実,× 2.5,MM956 3.  8:ス ダジイ,果実,× 2.5,MM972-8,  9:ツ ブラジイ,
果実,× 2.5,MM974-5。   10:コ ナラ,殻斗,× 2.5,MM946 12.  Iに クヌギ近似種,殻斗,× 3.3,MM938-5,
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挿図写真60 垂水。日向遺跡の大型植物化石 III

種名,産出部位,倍率,標本番号の順に示した。

|:ヤ マモモ,核,× 5,MM946 9. 2:ヤ ナギ属,果実,× 7.5,MM942 16. 3:イ ヌシデ,果実,× 7.5,MM946
-31.  4:ケ ヤキ,果実,× 7.5,MM946-30.  5:エ ノキ,核 ,× 10,MM973-15.  6:ク ワ属,種子,× 20,MM944

-43,  7:ヒ メコウゾ,核 ,× 20,MM940-10.  8:ケ ヤキ,葉 ,× 1,MM946-2.  9:シキミ,種子,× 5,MM972

-27. 10:マ ツブサ,種子,× 7.5,MM972 34.   ||:ク スノキ,種子,× H,MM946 17.   12:キ イテゴ属 ,

核,× 20,MM946-53. 13:キ ハダ,種子,× 10,MM94子32. 14:フ ジ属,芽 ,× 5,MM946-28。  15:フ ジ属 ,

果実,× |,MM946-6。
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挿図写真61.垂水。日向遺跡の大型植物化石Ⅳ

種名,産出部仕,倍率,標本番号の順に示した。
I:カ ラスザンショウ,種子,× 10,MM968 31.  2:ア カメガシワ,種子,× 7.5,MM946 39。  3:セ ンダン,核 ,×
3.8,MM956-6.  4:ナ ナミノキ,果実,× 5,MM946-23.  5:ゴ ンズイ,種子,× 7.5,MM972-28.  6:イ タ
ヤカエデ,果実,× 5,MM968-28.  7:イ ロハモミジ近似種,果実,× 5,MM945-18.  8:ウ リハダカエデ近似
種,果実,× 75,MM945-39,  9:カ エデ属 A,果実,× 7.5,MM939-12.  10:カ エデ属 B,果実′×13,MM944
-50,  H:ム クロジ,幼果,× 3.8,MM956 10。   12:ム クロジ,果実,× 2.5,MM946-20。
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挿図写真62.垂水。日向遣跡の大型植物化石 V

種名,産出部仕,倍率,標本番号の順に示 した。

1: トテノキ,種子,× l, MM963-3.   2:サ カキ,種子 ,× 15, MM946-42.   3:イ イギリ,種子,X20, MM944-

39,  4:ム ラサキシキブ属,核 ,× 20,MM938-18.  5:ヒ サカキ,葉,× l,MM945 5,  6:ヒ サカキ,種子 ,×
20,MM946-50,  7:ブ ドウ属,種子,× 10,MM946-38.  8:ク ロバイ,核 ,× 10,MM946-44.  9:タ ラノキ

属,核 ,× 20,MM944 42.   10′ H:ク マノミズキ,核 ,× 5,MM944 18.   12:シ ナノキ属,果実,× 10,MM973-

27.  13:サ ルナシ,種子 ,× 20,MM940 H.  14:エ ゴノキ,種子 ,× 5,MM946-18.  15:ハ クウンボク,

種子.× 2.5,MM955 1.   16:ニ ワ トコ,種子,× 15,MM944-40。    17:ク サギ,核,× 7.5,MM97歩 32.

―-257-―



挿図写真63.垂水。日向遺跡の大型植物化石Ⅵ

種名,産出部仕,倍率,標本番号の順に示した。
|:ホタリレイ属 A, 果実,× 5, MM973-51.   2:ホ タジレイ属 B, 果実,× 15, MM973-50。    3:ホ タリレイ属 C, 果
実,X15,MM973 52.  4:ホ タルイ属 D,果実,× 20,MM938-23.  5:ス ゲ属 A,果実,× 20,MM938-19.  6:
スゲ属 B,果実,× 20,MM942 8.  7:ス ゲ属 D,果実,× 20,MM94牛 44.  8:ス ゲ属 E,果実,× 20,MM944
-45.  9:ス ゲ属 F,果実,× 20,MM962 15.  10:カ ヤツリグサ属 A,果実,× 20,MM944-55.  H:カ ヤツ
リグサ属 B,果実,× 20,MM940-15.  12:カ ワツルモ,種子,× 20,MM940-13.
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挿図写真64.垂水。日向遺跡の大型植物化石Ⅶ

種名,産出部仕,倍率,標本番号の順に示した。

1:ミ ゾソバ,果実,× 20,MM94牛 48. 2:イ シミカワ,果実,X10,MM973-31. 3:ボ ントクタデ,果実,×

15,MM973-33. 4:ヤ ナギタデ近似種,果実,X10,MM94牛35. 5:タ デ属 A,果実,× 20,MM973 39. 6:

タデ属 B,果実,× 20,MM973-36.  7:タ デ属 C,果実,× 20,MM973-37.  8:タ デ鳳 D,果実,X15,MM973
-38, 9:イ ボクサ,種子,× 15,MM967 9,  10:カ ラムシ属 A,種子,X20,MM945-54.  H:ナ デシコ科

A,種子,× 20,MM938-17.  12:ナ デシコ科 B,種子,× 20,MM946 49.
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